
Title 優生学的人口政策の消極面と積極面
Sub Title
Author 寺尾, 琢磨

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1940

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.34, No.9 (1940. 9) ,p.1181(1)- 1212(32) 
JaLC DOI 10.14991/001.19400901-0001
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19400901-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


慶
大
法
學
部
8

前

原

光

雄

著

送

料

市

內

六

錢
J

迚

^

一
 

爿
袭

#;

樺
鮮
i

一
一
切
鍵

慶

わ

れ

等

は

い

ま

、

新

览

亞

連

設

の

た

め

に

全

カ

を

擧

げ

て

關

ひ

つ

、
あ

る

。

比

際

、 

勝

炎

の

敎

へ

る

過

去

の

過

誤

を

願

み

て

、

冷

_

に

新

秧

序

の

眞

意

を

把

握

し

、

jj

擊

 

r

r

a
MC
T

ff
の

一

端

を

扶

持

す

る

。

こ

れ

ぞ

、

わ

.れ

等
 

一
1:
同

&

に

課

せ

ら

れ

た

る

至

上

命

令

ど

い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。

本
書
は
、
筋

一

福
_
際
平
和
思
想
の
發
,

馆

ニ

編

グH

ル
サ
ィ
.ュ
平
和S

制
の
缺
陷

と

そレ
：：：：：：.

^

如| 
ニ
^
;

木̂

ど
#
界

の

三

谢

ょ6
成C

N
、

先
づ
ギ
リ
シ
ア
撤
畔
以
來
、

三
千
华
R
亙
る
阈
際
平
和
思
想
の
發
违
史
を
阅
し
、

j

轉

、
グ

H
ル
ナ
ィ
ュ
體

W

の
映

F?
v」

ff
s

1
]̂
4

の

极

侦

を

成

め

w

%

*暴
虎
到
ら
ざ
る
な
&

ィ
ギ
リ
ス
の
*
竿
#

_

a
略
の
版
手
を
暴
3
、
最
後
^
、
興

亞

U
本
の
大
使
命V

J
、

新
秧
序
建
設
の
甚
礎
條 

件

V
J

を
、
國
際
法
學
者
の
立
場
ょ
6
切
言
せ
る
熱
]fi
t
の
文
字
で
あ
る
。

ニ田三區恶市京東

社版出應
潘:o八• 八五一京束替振

ノ

B

屢

saw

饔

I
I

!
1綏
S
S荖
I

I

謹

■
 
V 

•

會

雜

認

「

癌

t
r

一

十

四

卷

.

.：■■
第

：九

.
_

に

優

生

學

的

人

口

政

策

の

消

極

面

と

，積

極

面

.

寺

m

.

.

.目
 

一
 

k
. 

•

;

.1、

序
' 

V 

. 

ニ
’
擬
电
法
と
精
神
病
.

,三
、
纏
的
傷
坐
敗
の
对
能
性

• - 

•
-
、

• . 
： 

J
.
、

ぢ

.
, 

* 

• 

:

-

.

.

.

-
 

'

:ぐ

：
 

•

• 

. 

:

 

/

:

... 

s
.

.

.

.

W
 

■ 

7
 

. 

. 

:

 

.

本S

叢
三
十
：三
卷
第
十
一
.一.號
.

C

昭
和
十
四
年
.十li

月
號
シ
に
於
.

K

私
は(「

斷
種
法
の
'理
念
.と
そ
の
人
灯
政
策
的
意
義」

な
る
表
®
の
下

.

/ 

/ 

• 

■ 

. 

.•.
:

、

■

こ

，

，

、
人
口
政
策
に
於
け
る
遺

M

生
物
學
的
開
題
^
採
ゃ
上
げ
、
環
境
：：と
素
貧:'
遺
傳
.の
‘原
則
と
人
間
<0
;
遺
傳
性
疾
患
、-優
生
4
的
人
ロ 

髂
也
學
的
人
ロ
齔
策
の
：消
極'面
ミ
：溃

撅

砥
• 

\
 

■

-

.

(

一
ー'八
'
0



優巫學的人口政策の消：

糠

極
恥
，

 

.
ニ 

c 
二
八
ニ〕 

政
策
等
の
諸
點
に
論
及
し
た
。
當
時
我
國
に.於
て
は
斷
種
法
は
單
な
る'法
案
.に
過
ぎ
.な
か
.っ
た
が
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら
第
七
十
五
嚷 

會

の

馨
|

て
所
謂
I

優
生
f

し
て
公
f

れ
、I

に
I

I

S
民
體
ヵ
f

共
に
5

効
力
I

揮
す
る
と
と

に
な
っ
た
。
公
布
さ
れ
た
法
文
は
當
時
私
が
取
扱
っ
た
法
案
と
は
幾
分
違
つ
て
ゐ
る
が
、
主
た
る
內
容
は
全
く
同
一
で
あ
る
か
ら
、
拙

• 

. 

. 

•

稿
の
結
論
を
改
め
ね
ば
な
ら
炎
必
要
は
な
い
。
本
稿
は
寧
ろ
前
文
の
補
遺
で
あ
っ
て
•
人
口
素
質
の
改
善
に
關
す
る
消
極
的
及
び
積
極 

が
识
面
の
若
干
問
題
を
考
察
せ
ん
と
す
る
も
：の
で
.あ
る
。
近
年
に
於
け
る
顯
著
な
出
生
減
.^
各
國
を
し
て
殆
ど
除
外
な
く
增
殖
策
を
以 

て
人
口
政
策
の
蕋
調
た
ら
し
め
て
ゐ
る
が
、
同
時
に
素
質
改
善
に
關
す
る
硏
究
と
政
策
が
之
に
ょ
つ
て
退
步
せ
ず
し
て
却
っ
て
装
し
く 

促
進
さ
れ
來
つ
た
こ
と
は
注
、目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
凡
ゅ
る
事
物
に
於
て
量
と
質
と
は
戤
も
す
れ
ば
相
反
馳
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
多 

量
生
產
が
屢
々
粗
製
濫
造
に
終
る
こ
と
は
必
ず
し
も
商
品
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
の
■再
生
產
に
っ
い
て
も
亦
同
じ
で
あ
るo 

.即
ち
、

一

方
に
於
て
增
殖
策
を
强
行
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
方
に
於
て
素
質
改
善
の
手
段
を
併
用
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
我
國 

で
も
上
記
ニ
法
令
の
外
に
、
更
に
各
種
の
人
口
會
議
に
於
て
素
質
に
關
す
る
諸
問
題
が
多
角
的
に
論
議
さ
れ
、
ま
た
各
種
機
關
に
ょ
っ 

て
多
角
的
調
查
の
'計
窬
さ
れ
っ
、
あ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
と
と
は
國
際
人
口
會
議
に
於
て
も
同
樣
で
あ
っ
て
、
例
へ
ばI

九
三
七
年 

巴
里
に
開
ヵ
れ
た
そ
れ
で
は
約
^
十
名
哀
達
す
る
諸
權
威
が
こ
れ
に
關
す
る
報
告
を
行
つ
て
ゐ
るo

同
會
議
の
內
容
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本
稿
は
斯
か
る 

包
描
的
内
容
を
持
っ
も
の
で
は
な
く
、
謂
は
p
斷
片
的
釵
逾
に
過
ぎ
な
い
a 

.

.
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II、

優
生
法
と
精
神
病
一

.

優
生
學
的
人
口
政
策
と
は
本
来
の
意
味
に
於
て
は
遺
傅
的
惡
質
の
防
遏
の
み
な
ら
ず
、
同
睁
に
遺
傳
的
良
質
の
促
進
を
含
む
べ
き
で 

あ
り
、
事
實
我
國
の
國
民
優
生
法
は
そ
の
第
一
條
に「

和
敗
ハ
惡
質
ナ
ル
遺
傅
粗
疾
患
素
質
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
增
如
ヲ
防
遏
ス
ル
ト
共
ニ 

健

全

ナ
ル
雲

.ヲ

有

ス
ル
客
ノ
增
加
ヲ

圖

'

以
S

民
素
質
n
向
♦

期
ス
ル
〒
ト
ヲ
目
的
トK.」

と

規

定

良V

ゐ
る
。
然
る
に 

現
在
の
と
こ
.ろ
、
優
生
法
は
何
れ
の
國
に
於
て
も
單
に
惡
質
遺
傅
の
防
遏
の
み
を
對
象
と
し
、
從
っ
て
所
謂
-斷
種
法
I
の
.形
式
を
採
る 

の
.で
あ
っV

、

我
國
の
優
生
法
も
直
接
に「

健
全
ナ
■ル
素
質
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
增
加」

を
圖
る
も
の
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
惡
質
の
減
パ
ノ
は 

相
對
的
に
は
良
質
o'
增
加
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
强
ち
右
を
以
て
臌
構
の
言
と
爲
す
可
き
で
は
な
い
が
、
正
確
を
尙
ぶ
な
ら 

•は「

•
•
.
•
.

防
遏
ス
ル
ト
共
一
一
—

し
は
寧
ろ「

：
：
防
遏
シ
、
以
ー
•フ
■
:
:

」

と
書
換
へ
る
の
が
正
し
か
ら
ぅ
。
或
ひ
は
最
初
，か
ら
货
逸
の
ょ 

’
に「

遺
.傅
兒
防
止
法」

と
名
づ
け
た
な
ら
ば
遙
か
に
內
容
に
適
切
な
の
で
あ
っ
て
、「

國
民
優
生
法」

の
名
稱
は
聊
か
誇
大
に
失
し
た
嫌 

び
が
あ
る
-Q
,
一

.即
％
今
日
の
優
生
挚
的
人
ロ
政
策
は
惡
質
遺
傅
の
防
遏
な
る
消
極
的
意
義
し
か
持
た
ぬ
も
の
で

、
^
っ

そ
の
惡
質
と
は
^

れ
の
國
で 

も
殆
ど
精
神
病
に
限
ら
れ
v
f
.
Q
.
で
あ
る
。
菌

で

斷

種Q

對
象
と
しV

規
定
さ
れV.

ゐ
る
も
の
は
_

性
精
神
病
、
遺
傅
性
精
神 

褪
弱
，
强
度
且
M
質
な
る
遺
傅
性
病
的
性
格
、
强
度
且
惡
質
な
る
遺
傳
性
體
疾
患
及
び
强
度
な
る
遺
傅
性
畸
形
の
五
種
で
あ
る
が
、
そ

座
生
學
的
人a

政
策
の
消
躲
而w

橫

撖

矾
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，
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へ
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四
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. 

が
最
初
.の
三
つ
.は
明
か
に
精
_
病
£

す
^

S

で
.は
.更
に
■

•

■

細
に
規
定
し
て
先
天
的
歡
神
麗
、’獄

f

性

威
鬱

病

、

;费
的
細
挪
.，.遺
傳
性
舞
1
病
.
.
'
霉

性

失

明

、
遺

傅

粗

疆

、
屋

•の
遺
傳
性
觀
的
畸
形
、
及
び
强
度
の
.酒
歡
叫
毒
と
爲
し
て
ゐ 

る
が
、
こ
れ
亦
大
部
分
が
精
神
病
的
疾
患’で
あ
る
。
合
衆
國
の
規
定
条
結
果
を
見
て
も•

_
の
主
た
る
錄
象
が
精8

に
f

こ 

と
ぼ
明
が
で
I

。
.斯
く
て
優
I

裏

々

す

き

と

は

、
少
く
と
も
講
段S

て
は
、
精
神
病q

社
會
的
人a

的
意
義
を
論
ず
る

_-こ
ん
、
略
.た
^

_
的
と
見
で
よ
'い
の
.で
あ
る
0

.
.:
;

.
'
. 

.
•■
;
•■ 

.

:■ 

•

:

”
.そ
の
ん
.ロ
的
意
義
は
二
國
人
口
に
於
て
占
め
t

の
患
者
の
.割
合
と
そ
の
#
減
の
趨
勢
か
ら
決
定
さ
る
べ
ぐ
、
：そ
の
社
會
的
意
義
は 

ニ 

.に
斯
か
る
疾
病
が
社
#-
に
及
."ほ
す
膚
性
に
よ
つ
て
決
定
ざ
る：

ベ
き
で
あ
左
。.
‘前
者
即
！
 n

.

的
讓
に
つ
い
て
は
そ
れ
昼
に
は 

撕
別
の
問
題
は
な
い
。•

文
明
國
に
於
て
斯
か
る
泰
の
少
か
ら
ざ
る
ど
•と
^

後
段
言
及
す
る
通
り
で
，̂
る
が
、
こ
れ
を
單
に|

ヶ
の 

疾
病
と
.見

做

淀

、
他Q

?

 

Q

_
と
特
に
分
離
し
v

f
せ
ね
I

含

性

質Q
&
Q

で
は
な
い
。
ま
1

傳
霧
神
病
患
者
の 

間
の
增
殖
率
が
特
に
高
く
て
早
晚
國
民
の
大
部
分
が
と

の
患
者
に
r
つ
て
戌
め
ら
れ
る
と
が
、：
乃
至
は
反
對
.に
管
殖
カ
が
持

に

低

く

て
 

卑
晚
こ
の
種
の
人
口
層
ぱ
慕
に
济
汰
さ
れ
て
じ
ま
ふ
と
い
ふ
よ
ラ
為
特
質
‘
な
い
よ
ぅ
で
あ
る
。
.更
に
ま
た
後
.天
的
淸
神
病
患
者
に 

つ
.

i
S

て
は
、
文
明
I

歩
に
よ
つ
て
.一
層
增
大
す
る
傾
き
が
I

がr

と
れ
は
廣
I

文
明
病
のf

つ
と
し
て
觀
察
す
れ
.ば
よ

い

の

で

' 

あ
つ
て
、
こ
れ
だ
け
を
特
別£

問
題
.と
す
る
必
要
は
な

い

、

即
ち
精
神
病
の
塞
は
寧
ろ
そ
の
社
會
的
側
面
に
あ
る
と
見

て

よ
い
の
で 

f

 o

併
し
そ
の
人
ロ
的
側
&
に
も
優
生
法
と
撥
め
て
觀
挺
&
關
聯
を
も
つ
も
の
が
あ
る
か
ち
輩
に
記
し
て
置
か
.ふ
。
そ
れ
は
精 

P
病
患
者
の
生
殖
力
-に
關

す

る

.も
の

-で
-あ

る

o
. , : 

一'パ
，

：

へ

''

■
丨

'
 

’ 

•

j

i
i
a
i

I

I
!

■.
.
1
:
般
忙
斯
か
.る
- 1
>

者
に
.於
て
.
は

虫

媢

ヵ

は

比

較

购

に

高

い

.

.
上

. 2

れ
て
.
.居
妓
、-
そ
れ
が
偫
に
澌
か
名'«
病
魂
徼
韻
：9
_對
廣
农
ら
し
め
る，
.. 

重
要
念
极
據
を
な
し
：て
ゐ
る.の
で
ぁ
る
:°
併
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
反
對
の
意
見
も
ぁ
る
の
で
ぁ
つ
て
、
例
へ
ば
ポ
〒
ッ
ク
は
略
々
次
の 

如
く
論
じ
て
ゐ
る
。•.精
神
病
が
結
婚
と
苒
生
產
に
對
す
る
障
碍'た
る
こ
と
は
自
明
：で
ぁ
る.0
：獨
身
诗
代
把
こ.

P
疾
病
に
侵
さ
れ
た
人
 々

.は
、
恢
復
後
も
鲒
婚
し
散V
で
ぁ
ら
う
。
：
：.精
神
病
は
同
檬
忆
し
て
再
生
產
を
防
好
る
。
精.神
病
の
.潙
.に

獨:'
#

に

溜

ま

る

人

々

は

殆 

ど
子
供
を
持
た
な
い
。
結
婚
後
に
發
病
し
た
人
々
は
、
爾
後
ぁ
ま
り
子
供
を
產
ま

.な
く
な
.る
:°
絳
1
州
立
病
院
.の
领
渣
に
ょ
水
ば
、
十 

年
前
に
退
院
し
允
四
四
八
名
の
婦
人
患
者
の
出
產
統
計
は
次
の
如
く
で
あ

.る
。
 

.

.
婦

人

患

者

子

供

數

別 離 m 柄 獨

居 婚 婦 夫 身

人
院
前

一
五
〇 

ニ
四
四 

三
五 

. 

.

.
五 

•
一
，
四 

四
四
八

退

院

後 

ニ
ー
五 

ニ
ニ
四

■
‘
六
一
一 

.

.
七

.
三

.
一 

四
四
八

人

院
:r
u ニ

六
一
三 

七

〇
.
三 

:■-
!四 

.
七
ニ
ー

退

院

後

二

八
:
•
ニ

.

.

〇

，

'
ニ 

, 

一 

u

 

ニ

即
ち
前
後
合
せ
.て

穴

苎

四

：
人

，
の
.

乎
.供
堇
ん
だ
こ
と
.に
な
氓
換»
す
'れ
ば
患
者 
一
':
^
當
り
子
供
韋
は
;
八
：六
人
.で
ぁ
る
。
子
供
の
半

.•
;
•«
?
 

• 

.

. 

. 

.

. 

.
V 

-V 

.

•

.•:

.<.

.
' 

•

數
を
.女
兒
と
假
定
す
れ
ば
苒
生
產
粗_

生
產
.年
齢
婦
人
數
と
次
兒
數
と
の
此>
|僅
か

杧
-9
九
三
祀
過
.ぎ
.な
い
。「

こ
の
率
は
總
人
ロ 

優
生
^
的
人
口
政
策
の
消
極.面

.̂
溃
極
面
. 

五

(
1

一
八
、五〕
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特
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齡

婦

人

於

年

均

率

^ .
り
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邏

：亦

來

难

く

ノ

1

在

逢

に
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著

.'
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充
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あ
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(

き
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,

併

し

、こ

Q

at
算
は
そQ

十
年
間
に
®
つ
た
年
齡
の

上
進
を
忘
れ
た
も

の
で
t

o
右
の
婦
人
患
者
は
入
條
當
時

旣

に

唐

年
齡

に

あ 

つ

馨

.の
みP

倉

■が
、
誰
し
も
知
る
通
り
.
婦
人
生
產
力
は
二
十
歳
前
後
を
頂

點

し
て
覆
は
年

と

共

に

低

下

す

f

Q
で
あ
る
。 

故
に
同
じ
婦
人
に
つ
•
$て
十
年
前
と
現
在
と
を
比
較
す
れ
ば
、
出
產
數
の
促
下
し
て
ゐ
る
の

は

寧

ろ

當

然

で
あ
るo

ポ
ロ
ッ
ク
は
考 

の
數
字
か
ら
し
て
.
精
神
病
の
影
響
の
一
.
.つ
と
し
て
一
國
人
口
の
.出
生
率
低
下
を
論
し
、「

精
神
病
は
一
般
出
坐
率
を
•低
下
せ
し

め

る

一
 

ヶ
の
重

‘■

因
で
あ
る」

と
言

？

ゐ
る
が
、
上
述Q

根
據
か
ら
し
て
、
直
ち
に
こ
れ
を
容
れ
る
；

J.

と
は
困
難
で
あ
る
。
涅

讓

す
 

べ
き
は
彼Q

所
謂
精
神
病
農

義

の
もQ

.

で
、
着

的
f

 Q
.

と
然
ら
ざ
る
念
と
を
區

別
し
て
t

い
U

る
。
も
し
皮
の
ぉ 

論
が
疋
し
い
と
し
、
且
つ
そ
れ
は
遺
傅
性
精
神
病
に
も
當
嵌
ま
る
と
す
れ
ば
、
斯
か
る
疾
病
は
顯
著
I

自
然
淘
汰
の
過
程
I

り
つ 

、
H

Q

、
從
つV

彼
等H

斷
種
を
適
A
す
き
と
墓
く
乃
至
著
し
い
麗
に
無
意
味
だ
と
い
含
と
な
ら
ぅ
。
然
る
に
足
來 

Q.

報
告
の
，大

部

分

は

寧

ろ

彼

等

の

間

q

生
殖
力
が
比
較
的
.に
高
い
こ
I

示
し
y
'-
M
り
、
_.特
に
遺
傅
性Q

き

に
つ」

て
は
幾
多
っ
精 

神
病
家
#Q:

實

緊

H

れ

を

證

明

し

つ

、
あ
る
も
の

 

'如
く
で
あ
る
。
果
し
て
然
^v

ば
孟
を
對
f

す
る
斷
fl
法
は
充
分
な
る
支
持 

を
與
へ
ら
れ
る
と
に
な
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
關
す
慕
頼
す
べ
き
資
料
が
要
望
.
れ̂

篇

以

で

璧

。
彼
等Q

產
力
に
つ
い 

て
社
後
段
改
め
，
て
：言

及

す

る

で

あ

あ

'5

0 

乍
併
た
と
へ
破
筹
9
.間
忆
诌
然
掏
欢
の
傾
抑
亦
認
め
ら
れ
る
か
ら
と
1ー_
;
1
ロ
り
て
、V.

れ
か
ち
植
^
に
優
生
擧
的
斷
種
^

^

面
的
に
否
定

し

ぅ

る

も

の(5
'
は
な
い
。
斷
種
の
對
象
が
精
神
病
以
外
に
も
あ
る
.こ
と
は
.暫
く
搢
く
と
し
て
も
*
も
し
精
神
病
^
の
.數
が
棰
め
て
多
い 

な
ら
ば
.斷
種
は
依
然
肯
定
さ
れ
て
ょ
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
彼
等
は
た
と
へ
'自
然
淘
汰
の
過
程
下
に
あ
る
と
し
て
も
、
斯
か
る
淘
汰
は
一 

般
に
極
.め
て
緩
慢
な
i

i
と
し
、
外
部
的
.千
涉
を
離
れ
て
は
百
年
河
清
を
待
つ
海
し
い
か
ら
で
あ
る
。
t

で
問
題
は
矢
張
り 

そ
の
數
ど
關
聯
す
る
こ
と
に
な
る
？

あ
る
。
素
ょ
り
こ
の
種
れ
統
計
は
何
れ
の
國
に
於
て
も
不
完
全
を
極
め
大
蔚
分
は
單
な
る
推 

定
に
止
ま
量
と
を
記
憶
せ
ね
ば
な
ら-2 。

菌

Q

如
I

特

に

霞

で

.
殆
ど
信
憑
す
べ
嘉
料
は
な
い
。
こ
S

Q
調
査
に
於
て 

特
に
困
難
を
感
ず
る
こ
と
は
、
精
神
病
の
限
界
を
確
定
し
得
な
い
こ
と
、
、
陰
蔽
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
併
わ
い
ま
こ
れ
を
度
外
視
し 

て
、
發
表
さ
れ
た
數
字
を
見
れ
ば
、
例
へ
ば
獨
逸
.で
は
斷
種
法
の
對
象
と
な
る
遺
傅
病
患
者
は
略
々I

二
十
萬
人
で
、
そ
の
ぅ
ち
顧
癎
六 

萬
人
、
精
神
乖
離
性
八
萬
人
、
躁
鬱
病
一
一
萬
人
、
先
天
的
精
鰍
薄
弱
六
萬
人
、
合
せ
て
一
一
十
一
萬
人
の
精
神
疯
患
者
を
數
へ
る(

fi
:

^
 

合
衆
國
で
は 
一
^

一
六
年
以
降
每
年
被
收
容
精
神
病
患
者
數
を
發
表
し
て
ゐ
る
が
、一

九
三
六
年
一
月
一
日
現
在
數
は
人
口
十
萬
に
つ 

き
三

二

五

•
七
人
で
上
記
獨
逸
.の
數
と
極
め
て
接
近
し
て
ゐ
る
。
ブ
ラ
ゥ
ン
氏
の
計
算
に
據
れ
ば
、
世
界
の
重
要
三
十
一
ー
ヶ
國
の
被
收 

容
患
者
數
は
人
口
十
萬
人
に
つ
き
少

.§
■
は
チ
ェ
ツ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
九
七
，五
人
。
多
き
は
南
瓶
聯
邦
の
四
七
九
土
ー
.ー
人
で
あ
る
-が 

合
衆
國
で
も
紙
育
州
と
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ト
州
は
共
に
五
〇
〇
人
を
突
破
し
て
ゐ
る

。

特
に
大
紐
育
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
區
で
は
一
〇
〇
〇 

人

を

超

え

た
.0
一
 

九
三
六
苹
紙
育
州
の
.收
容
數
は
六
萬
八
千
で
、
こ
れ
を
例
へ
ば
在
監
煮
.ニ

〇

、
七
ー二
ハ
人
V
に
較
べ
れ
ば
實
に
三
倍

以
上
，に
達
し.て

ゐ

る
-°
,
.

へ
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.
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•
•精
神
病
者
.

Q
_
;
R

は
比
較
的
に
高
.くV

も
、
_

力
そ4

自

身

は

確

定

霧

で

、
殆
ど
凡
吵
る
統
計
が
馨
S

Q
高
死
亡
率 

金
示
し
、
て.ゐ
る
0
前

揭

ポn

ッ
ク
：：.の
引
用
す
る
紐
育
州
立
病
院
の
精
神
病
者
の
死
寒
を
紐
育
州
，の
.ー
般
死
亡
率
と
比
較
す
'れ
ば
-
次 

表
の
如
ズ
凡
ゆ
る
年
齡
を
通
じ
て
男
女
共
.に
著
む
<
高
い
こ
.と
が
判
る
0
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24L1
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c
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§

、
錾

、
拿

酱

10

碧

ト

？

ぐ

益
H
I霞

c

f
臂

t
o
l
l舍

骛

=

:

.
& く
て
精
神
病
者
の
平
均
I

I

し
く
低
く
、
例
へ
ば1

壬

碧

女

に

あ

つ

て

は

-
常
念
は
約
四
十
三
年
I

I

し
、
患 

I 

' 

零

？

八
年
I

f

な
い
。
こ
Q

I
亡
率
は
見
方
に
ょ
つ
S
 
一
 

i

息
淘
汰
の
可
能
性
|

示
す
|

の
で
あ
る
が
、
事

.

實

は

實

斯

t

寵

.な
生
命
力
そQ

も
の
が
社
會
I

の
增
大
皇
味
I

の
で
I

。

,

霞

で

％
民

襲

泰

I

音

J

I

內
外
の
§

1

者
.

I
鬵

及

塞

#

補
I

級
の
i

s

管

つ

气

兩

者

か 

一

■ 

金
〇
家
族
づ
、

合
せ
て
一
〇
0
家
族
に
.つ
き「

精
神
薄
響
家
義
查
I

S

I

施
中
2

.
る
。
調
査
I

日
は「

精
刺
薄 

一
 

i

に
し
.て
結
婚
生
活
を
營
み
つ
、
あ
る
も
の
、
.其

の

配

囊

I

I

.
の
精
神
狀
態
I

的
適
|

ノ
犯
罪
、.
鼓
に
反
社
會
性
、
 

1

 

殊
に
夫
婦
に
付
い
て
.結
婚
後
の
靈
期
間
.
其
他
姙
f

l

に
付
い
：て
I

し
、
之
れ
S

り
て
精
神
奮
者
の
馨
關
|

に
生 

I 

活
力
、
生
殖
力
等
を
知
り
、
以
5

生

製

の

_

蓥
料
た
ら
し
め
ん』

と
す
言
の
で
、
盍

Q
'
j
.
o
o

家
S

今
8

は
る
へ 

ニ 

J

i

l

小
i

i

ふ
i

i

事
項
も
上
餐
し
た
i

は
I

I

.
ベ
I

.
の
解
明
I

I

一
 

S
もQ
t
J
、

一.
.日
も
早
く
そ
：の
結
果
の
公
表
さ
れ
ん
こ
と
を
議
す
る
も
の
で
あ
る
4 

.

’
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九
，

、
ニ

'八
九〕 

優
生
學
的
人
七
政
策
の
捎
秘
面
ミ
溃
摘
而 

-



優
生
舉
的
人
口
政
策
の
消
禅
而w

精
極
面 

1
0
(
1
1

九
o)

.精
神
病
の
社
#
的
意
義
は
旣
に
一
言
し
た
通
り
そ
の
危
險
性
忆
あ
る
。
精
神
病
者
^
大
部
分
が
性
格
破
壌
者
で
、
彼
等
の
•間
に
於
け

る
自
殺
や
犯
罪
の
，频
發
は
特
に
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
素
ょ
り
ロ
ン
ブ
ロ
ー
、、ツ
ー
派
の
.如
く
犯
罪
を
餹
べ
て
精
神
病
の
所
糜
と
見
做

す
に
っ
5
て
は
多
分
の
疑
念
を
狹
ま
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
高
度
の
相
關
性
は
何
人
も
否
定
し
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
合
衆
國
に
於
け

る
斷
植
が
殆
ど
精
神
祸
的
犯
罪
者
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
て
もv

斷
種
法
の
貝
的
が
こ
の
a

の
反
社
會
性
性
格
の
撲
滅
に
、あ
る
こ
と

が
判
'る
。
併

.1

.彼
等
の
.犯
罪
を
防
止
す
る
に
は
斷
種
は
無
意
味
で
あ
っ
.て
、
も
し
治
療
が
不
可
能
と
す
れ
ば
、
唯
だ
監
禁
の
方
法
あ
る

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
庭
及
び
公
共
の
財
政
的
負
擔
を
加
重
す
る
所
以
で
あ
っ
て
、
.著
名
な
悪
質
遺
傅
家
系
ジ
ュ
ー
ク
家
の
た

め

に

紐
育
州
が
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
八
七
五
年
ま
で
に
费
し
た
金
額
.が
一
三
〇
萬
弗
を
超
え
た
事
實
は
私
の
旣
に
記
し
た
.と
こ
ろ
で
あ
る

C
©

 

I

九
三
六
年
紐
育
州
が
精
神
病
院
で
費
し
た
金
額
は
五
千
萬
弗
で
あ
っ
た
。
、こ
の
外
に
始
め
て
收
容
さ
れ
た
患
者c

一
 

三
、
ニ
ニ
©

人)

の
た
め
に一

億
弗
以
上
を
要
し
た
と
謂
は
れ
る
か
ら
、合
せ
て
一
億
五
千
萬
弗
に
達
し
.た
わ
け
で
あ
る
。
.ポ
口
ッ
ク
は
更
に
彼
等
自

身
.の
能
力
喪
失
に
基
く
經
濟
的
損
失
を
計
算
し
て
ゐ
る
。
.彼
は
ダ
プ
リ
ン
及
.び
ロ
ト
ヵ
の
，

「

人
間
の
貨
幣
的
價
値
し
に
據
っ
て
年
齢
別
の

價
値

を

想

定

し

、

「

紐
育
.の
資
料

か

ら

作

っ

た

愼

重

な

計

算

に

ょ
れ
ば
、
'人
が
精
神
障
碍
を
受
け
て
初
め
て
精
神
病
院
に
入
院
す
る
と
共

に
、
生
產
要
因
と
し
て
の
彼
の
貨
幣
價
値
は
六
割
減
少
す
る」

と
論
じ
て
ゐ
る
、
斯
く
て
如
上
の
經
濟
.的

損
失

を

總

計

す

れ

ば

'

九
三

六
苹
だ
け
で
全
米
で
は
實
に
十
億
弗
を
突
破
し
た
と
計
算
さ
れ
る
clr
l
:
l
l
>

(

註
一)

'拙
稿「

斷
種
法
の
理
念
.，
五
頁 

C

註11) 

Pollock, ibid,-p. 222. 

'

j

I

1

!
I
I£

i
董

I
i

i

I

i

I

i
!

: 

:

こ
の
占
か
ら
最
近
寸
松
常
雄
博
士
i

l

l

內
浮
浪
者
及
I

の

精

刺

醫

學

的

調

査

は

極

め

f
也

I

 
ノ
疼
。
寸 

.

ら
离
の
孚
良
者
と
乞
食
の一

齊
收
容
を
開
始
し
、
約
四
百
I

養
育
院
そ
の
他
に
收
容
し
た
ネ 

警
観
廳
で
は
昨
年
ナ
ー
戶
中
句
力
I

内
の
、
^

^

ら
g

 

I

ニ
ハ
ー
名

(

男

ニ

三

五

名

、
女

ニ
1

 

松
博
士
I

育
院
I

者
の
約
七
割(

他
の
三
I

I

ら

れ

た

I

 

、

、
m

一
大
.集
計
を
了
へ
た
の
で
あ 

I

診
し
、
こ
れ
S

接
精
神
病
院
に
收
f

れ
I

干
名
に
關
す
る
報f

加

.

，
：

1

‘

る
。
.そ
の
發
表
を
引
用
す
れ
ば
次
の
如
4

1

。

メ
ー
、

I

 
誉

：
象

i

l

t

l

l

i

、

1

1

1

1

1

.

1

1
馨

り

，
推

嗇

雛

f

の
i

あ
i

i

年
齢
は
男
I

、
女

ニ

ニ

歳

、
最

高

年

齡

？

七

ニ

歳

、

又
ー
ハ
一
歲
|
も
の
が
ニ
四
•八

重

び

、
養

年

齢

的
^
徵
I

 

ベ
I

反
f

接 

第
二
、
1

.

1
亦

本

人

蚤
|

も
I

ず
し
I

I

へ
f

後
^

^

。る

て
訊
し
た
所
に
據
れ
I

の
如
く
分
類
さ
れ
る
。
但
し
同
一
人
が
時
に
從
つ
て
方
法
を
變
へ
る
も
の
も
あ
り
得
る
r
 

Z

f

夫
、
籠

時

I

I

霍

l

l

u

r

入
，

一 し

堅

m

人
p
政
策
の

m
m
tBl

橫
涵
而



A W
H

i

‘ 

：
.

隹
:a
學
：的
人
.ロ
政
策
の
：梢
桷
；p
::
^

s

.而 

.一
二 

C 
ニ
九
ニ〕

,
,商

人

按

摩

衣

ふ

‘
の
男1

六
名
、
女
，

1

名
、(

ハ)

拾
ひ
崖
、
'所
謂
、、ハ
タ
ャ
に
屬
す
.る
.も

塞

ハ

四

名

，
女
一
一
名
、
..以
上
合
計
で

®

l

r;6
^

.

.

■
 

. 

.

.

.

.

.
(

一3

蹇

、
本

人

は

妻

と

1
K

は
ぬ
も
の
で
.も
之
と
推

f

l

も
の
ニ
ー
：
一
名
：
自

■

働

鑫

f

も

.

^

.5R.1

〇

六
名
、
女
ニ
〇

名
"
計t 

ニ
六
名
、..四

八

，
三̂
に

達

す

る.

' 

:
. 

V
.

.(

四)

.
親

族

又

は

他

人

よ

り

保

護

を

受

け

て

居

る

-̂
い

ふ
も
の
男
七
名
、
女

ニ

名

-
計
.
0

3

:

(

五)

其
の
他
寶f

疑
I

女

一

名

、.刑

務

所

よ

り

出

所

後

浮

浪

冲

Q

男j

名
；_

生
活
方
法
不
明
男y

の
み
七名

ぁ
り
。

历
ち
女Q

七
5

は
乞
食
、
男
の
四
i

は
乞
食
、
四
四
S

自
由
勞
働
、
就
中
1

U
はx

夕
ヤ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

パ

■

.

第
三
•
其
の
繼
續
期
間
自
由
勞
働
で
は
ニ
、
一
一
一
晶
と
い
ふ
も
の
よ
り
五0

年
以
上
と
い
ふ
も
の
迄
、
乞
食
も
|
〇
日
位
と
い
ふ 

も
$

1

0
年
以
上
と
.い
t

Q
讓

4

ぁ
る
が
浮
浪
乃
至
乞
食
皇
、
六
年
以
上
，と
い
ふ
も
の
が
、
夫
々
四
麗
を
占
め
て
b

'
る
0

.
 

.

ノ 

• 

: 

•

* 

. 

* 

• 

.
•
+ 

.

第
四
精
神
的
診
斷
別：：

本
火
の
現
塵
の
み
を
以
つ
て
診
斷
し
得
る
も
の
は
兎
4
角
も
.
旣

往

歷

に

關

し

て

は

本

~

の

供

述

の

み
 

が
唯一

Q

資
料
た
る
關
係
上
診
斷
確
定
の
I

な
る
も
の
も
t

o
I

は
少
く
と
！

一I

返
し
，
診
斷
不
確
實
な
る
も
の

は

更

に
 

數
囘
に
5

て
反
復
診
—

育
院
內
甚
の
生
活
狀
態
等
を
も

考
慮
し
て
診
斷
の
確
實
な
る
を
期
し
た
が
そ
^
で
も
診
斷
未
確
實

-&
る
も
の
が
ニ
，七
名
^
つ
た
。
其
の
診
斷
の
主
-^
る
も
の
を
擧
で
れ
ぼ
左
の
如
く
な
る
。

一
、
由
柳
神
奪
弱 

.- 

2

.

.塵

‘ 

5
ハ

名

、

女
一
一
一
名
、

H

I

ル
乞
食
が
男
5:
.名

、
女
一
一
名
、
計

セ

名
、

. 

，

r 

口〕

癡
愚.

與
七
三
名
、
.女
五
名
、
計
ゼ
八
名 

:

•

.

.

.

. 

:
:

..

• 

.
» 

. 

)
 

- 

- 

• 

* 

• 

- 

- 

- 

• 

- 

- 

• 

•
(

ハ〉

f

t
 

.

興
ニ
七
名
、
‘女

ニ

各

、.計

ニ

九

名：

,

程
度
不
败
な
を
•も
の
•を
加
へ
で
合
計
與
ー
三
名
、
女
一
一
名
計
一
二
三
名(

四
三
广
グ)

•

 

*
一一、
性
格
異
常
與
三
一
一
名
、
女
一
名
、
計
三
三
名

(

一
一
•七V

〕 

S 

就
中
«-
蘀
弱
繁
も
容
大
部
分
を
占
め
た

三
、
.酿

啞

ー

男

ニ

名

、
'_
啞

男

一

名

.

. 

- 

,

.

•
 

* 

' 

> 

. 

-

四
、
'精
神
疾
患
ゝ
.

.

(

ィ
 ̂
.精
神
分
裂
病
男
四
七
名
、
女 

一
ニ
名
、
計
五
九
名(

ニ0

•
九
-)

c o

其
の
她
の
精
神
疾
患
视
三
一
名
**女
三
名
、
計
三
四
名(

ニ

ー

•
一

 

ど

• 

，

■

' 

‘
、

し1
一

I
x
r
n
l

zrl
l

3
/

デ
''P

*

ち

三

守

の

一
り

、

乞
食
だ
け
に
就
い
て
云
へ
^
し
デ 

以
上
合
許
、ぃ
與
七
八
名
、
女
一
五
名
If
九
三
名(

三
三
6

5
貝
ち
三
士
の1

f
 

.

五
を
占
め
る
o 

:
. 

•

.

五
"
腦
疾
患
等
男
に
.の
み
五
名 

.

的には病狀を認め

|

も

靈

ー

面

各' 
女

吗

名

、

計
ー
ー
一

A
負

一

因

•
琶

プ 

.

.

.

.
 

1
.
1
1
1
(
1
1

九
.三)

優
生
學
的
人
ロ
政
锻
の
消
極
面
赢
極
而



一
 uggmid

i
.i
T̂
ga!grl

L--:

優
生
舉
的
人
cl
政
策
の
消
槠
而
w
^-
M
M'
i 

r
五

.身
體
的
診
斷
Bf
同
一
人
で
ニ
個
以
上
の
項
目
に
'互
る
も
.の
.も
あ
-る

1

、
'
盲

及

視

力

障

礙 

ニ
"

觀

及

聽

カ

障

礙 

三
，.
腦
溢
血
其
他
に
依
る
運
動
障
礎

四
、
四
肢
等
.の
切
斷
.

.
-

五
、
如
ヽ
他
の
身
體
疾
姒

六
、
身

體

虛

弱

I

 

.

.衰

.

*

V
、
身
瞪
的
に
は
藉
明
な
る

.

7

症

狀

を

認

め

ざ

る

'
も
の

'
就
中
心
身
共
に
著
明
な
る 

症
狀
を
認
め
ざ
る
も
の

1  一 . :1k ニ  ニ  一  m

八 二 九 九 八 六 一 波 九 名 男

- . 為  _ ■ 為

彐 一 ニ ニ  O 〇 〇 五 タ 女

四

a
1

九
四〕

名
ニ
四五

_

三
一六 

四
〇 

1
!七

〇

一
 

i九

九
*
ー
 

T
九 

一一

•九
ニ
•三 

一
五
•一一一

 •一一
 

ニ
四
•八 b

%

五
三
•四

(

其
の
闪
六
ひ
徵
以
上
の
も
の
が
六
名
ぁ
り〕

'
.

第
六
出
生
地
府
縣
別
不
明
な
る
も
の
六

'
を̂
除
き
、
髮
地
方
が
男
の
五
一

5

C
女
の
六
五
气
就
中
東
京
が
男
の
三
ニ 
％

乂
の
四
ニ
％
を
占
め
、
.其
0.
他
全
國
の
'各
府
縣
に
亙
つ
て
ゐ
る
0 

’

.

.

.

.

*

'

.
 

、

.

.

.

.

*

'

.
 

、

第
七
父
の
職
業
と
生
活
程
度
職
業
別
で
は
不
明
一
一
八
炻
を
除
き
、
農
業
一
一
〇
％
.、
商

業

一

九̂

、
臌

人
J
K
X
.

■*
 

. 

:

勞
働
者
行
商

其
の

他
が

三
%

\

J -

 

-一
 
/t
.

 J4I
 

J
/ 

I 

-

 -

 

一
 
‘/
 -

Bgs
g
s
a
w
m
s
!
_M
8
m
l
i
8
y

自
！
g

i

s

s

l

_

a

a

:

A

I

-f
e

■

辱

! 名 計

西
分
比

一.六
•五

一I
H

ハ

四

八

•
四

坐
话
程
度
に
關
し
ズ
.は
不
明
四
0.
.
、̂

貧

困

三

ユ

幺

、

中
程
度
一
一
九

^
と
な
る-

第
八
敎
育
程
度

.不
明
な
■る
も
の
ニ
ニ
例
を
除
き
、

'

男
-

'

*

.

.

，

：

名 

.
名

^
 

I I

I

三—

六
說
度

.

.

.
ニ
ニ 

.
 

'
ゴ
：
.

.

：

中
等
敎
宴
卒
へ
た
る
も
の
與
に
三
名
*

奮

さ

 
l

u

p

EI
i
l

に

過

.ぎ
ず

。

未
婚
者
ば
男
の
四
三
气
女
.Q

i
气
即
ち
全
年
齢

I

I

一
 

ダ
は
S

せ
る
こ

I
 

•

と

H

i

m

 一
 

I

f

 

I

-

女

親

ょ

り

三

一

名

、
計

，一

道

、

$

均
約
|

も

I

I

三
六
名
、
l

l

l

s

i

l

ず
。1

一
六
i

l

■

ニ
I

!

;

汰
顯

y

 
と
M

i

l

善

、
i

i

i

i

 

态
 

一
 

5

、

一

g
i-
s
s
,
i«
i
ん
口
吹
液
の
消
極
面
^
賴
極
而



. 

«

優
t

的
人
口
政
策
の
敗
極
！

£

L

'
 

ニ
.
.六

(

ニ

.
，
^

i

八
ル
、.
又

通

常

皆

ん

ど

嗜

ま

肀

又

嫌

ひ
.と
い
4
も
.の
男
の
ー
ー0;
'
<

^

0:
'
.ゼ
1家

に

當

％ 

:
.
、
：
；：

:

第

十

二
.前
科
前
科
あ
り
と
供
述
せ
る
も
の
は
见
に
一
九
名
あ
つ
た
。
罪
霣
は
殺
人
一
例
、
放
火
ニ
例
、
窃
盜
六
例
、詐
欺

、
文
#

獲

.
横

舞

例

、
.賭
f

l
例
、.■家
宅
侵
入「

例
。
藍

2;
:犯
.
.ニ

做

、
.ニ

昆

三
.四
犯
七
例
' I

三
犯
.「

例
。
.刑

期

は

詳

し

て

<

ヶ
.
.月
以
上
の
.も

の

九

錄

で

あ

'

o'
た
0
.
:
.
;
此

等

の

も
(0
!
の
-精
雜
的
^
斷
別
で
ゅ
梳
神
薄
弱
六
名
’
性
格
異
常
八
名
、
精
神
病
三
名

、

‘

其
の 

他

ニ

名

。■'
.

•■
'

.

ン
 

.

.

.

.

•

'
 

.

:
:

 

.

.

. 

- 

:
:
:

.

-
 
•■ 

‘

但
し
浮
浪
、
賭
傅
等
に
依
る
拘
留
處
罰
の
辍
は
衡
だ
多
い
も
の
で
あ
ら
ぅ
と
想
像
さ
れ
る
。

_

r
十
1ー
一
發
見
さ
れ
た
I
場
所
淺
草
が
賢
も
多
く 

•
.
•
深
川
、
本
所
、
下
谷
が
之
に
次
ぎ
*
神
田
、
芝
、
日
本
橋
.
足
立
、
麴
町
等
’

の
各
區
が
稍
多
い
所
で
あ
つ
-た
。

-

;

'

■■
'
;•
:
■
:
.

.

:

.

. 

.

 

-
• 

.

‘ 

處
置
に
關
し
て
.
’

.…

•浮
浪
者
及
乞
食
の
處
置
に
關
し
て
姑
醫
學
的
、
特
に
精
神
醫
學
的
診
微
が
重
耍
な
る
基
礎
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
當 

然
の
事
で
其
の
、も

.-
^
に
於
け
る
本
質
的
缺
陷
を
閬
明
す
る
と
と
な
く
し
て
本
當
<7
)
.處
置
方
針
は
立
.ち
得
な
い
0
社
會
事
業
施
設
の
鳩 

充
と
相
俟
？

其0
露

§

合
理
化H

科

學

調

し

た

い

所

以

で

あ

る

。

•
• 

.

.

 

記
ニ
八
ニ
名
の
東
京
市
內
浮
浪
者
及
び
乞
食
の
精
神
醫
學
的
調
丧
結
果
ょ
り
考
察
せ
ぽ

1
}

精
神
的
疾
.患

:5
:
有
す
.る
'も
の
が
全
|i
の
.三
1
1
5、
乞
食
の
み
の
四
六
^
、
を
占
め
て
居
り
、特
に
女
子
で
は
全
體
の
^
八
％
、
 

.乞
食
.の

み

の

..五
1ハ
ズ
：
杧

當

洛
0
:腦
疾
漶
の
$

»
.̂
共
忆
:1
«
:
#;?
:
顏
神
^

^
に
散
容
せ
ば
全
體
の
三
分
の
一
、
乞
食
の
略
半
數
は
整

HI.
.理
さ
る
'

V
X
J

と

、
な
る
の
で
あ
る
。

(

但
し
中
に
は
必
ず
し
も
入
院
治
療
を
要
せ
ざ
る
程
度
の
も

の

も

あ

る〕

(

一0

精
神
薄
弱
者
が
全
體
の
四
四》

.、
乞
食
の
三
S

、
就
中
崖
の
大
部
分
は
乞
食
を
し
そ
ゐ
る
。•
崖

は

裏

の

治

療

敎

育 

'
籠

(

我
邦
に
は
公
立
Q

J

6

>に
收
容
し
、
鬵

I

.
の
程
度
や
性
格
等
に
從
つ
て
或
は
保
課
し
、
或
8

敎
育
機
關
で
敎 

^
育
す
べ
き
も
の
で
：
此
の(

5

.

•
•
ニ)

と
が
實
現
さ
れ
、
ば
全
體
の
七
七
气
乞
食
の
八
营
が
整
理
さ
れ
る
箸
と
I

。
(

三)

性
格
異
常
の
も
.の
は 

一
二
ギ
で
、
强
制
勤
勞
機
關
に
.で
も
收
容
す
べ
き
も
の
が
多
い
と
考
へ
ら
S

が
、
此
の
種
の
機
關
の

な
.

S

の
が
遺
憾
で
あ
る
。
一

，
.

ブ 

叉
身
體
の
方
面
ょ
.り
觀
れ
ば

(

四)

病
院
に
收
容
加
療
を
要
す
べ
き
も
の
が
一
五
^

-

S

)

養
老
施
設
に
收
容
す
べ
き
も
の
が
ニ
五
^
.
. 

.

.

.

(

六〕

盲
•
聲
：
哑
V
四

肢

.
の

切

斷
等
の
：も
の
ニ
ニ
名
、
蓮
動
障
礙
三
三
名
ば
夫
々
特
殊
の
.再
敎
育
I

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

.

' 
.最
後
に
.精
神
的
.に
も
身
體

g
H

も
顯
著
な
る
症
狀
を
認
め
ざ
る
も
の
男
八
名
、
女
一
名
中
、
■女
が
巡
禮
の
外
、
舆
は
•全
.部
自
由
勞
働 

を

爲

す

も

.
の

セ
、
少

く

と

.
も

K
O
.

歲
以
下
の
男
酿
名
に
.於
て
は
響
の
保
響
へ
與
へ
れ
ば
.浮
浪
生
活
ょ
り
救
出
可
能
の
も
の
と
考
へ

ら
1
る
。
-
：'
,
.
.■ 

■
 

.

以
上
が
_
奔
|

の
要
旨
で
I

O

,被
調
命
數
が
比
較
的
に
少
い
か
ら
、
右
の
諸
結
果
を
直
ち
.に
■一
 

般
に
及
ぼ
す
こ
と
は
困
難
と
し 

て

も
*
精
雜
病
の
社
#:
的
5

に
關
し
て
訓
'ふ
る
と
こ
ろ
は
頗
る
大
き
y

唯
だ
こ
の
報
告
で
は
彼
等
の
間
の
婚
姻
览
良
と
擧
■子
數
ヵ 

優
生
み
£

人
口政
策
の
.消

極

面
溃
極
而

 

一
H 

c

r?

、



優
生
擧
的
人s.

政
策
の
.消

稀

面

^
褙
極
孤

 

一

八

〔

ニ
九
八)

少
く
'
且
つ
.子
供
の
死
亡
率
.の
極
め
て
高
い
.こ
と
を
示
し
、「

淘
汰
顯
著」

と
言
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
は
浮
浪
者
及
び
乞
食
と
い
ふ
地

位
と
§
^
す
.る
と
こ
ろ
の
多
，い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
充
分
に
保
護
さ
れ
た
精
神
病
者
に
つ
い
て
は
改
め
て
調
査
を
必
耍
と
す
る

の
で
あ
つ
て
、
從
來
の
報
吿
に
從
へ
ば
、
少
く
と
も
彼
等
の
舉
子
率
は
常
人
を
凌
駕
す
る
.も
の
が
少
な
か
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
但
し
上

述
し
.た
ボ
W.
-
ッ
ク
Co
.如
ぐ
、

一
般
に
精
神
病
者
の
擧
子
率
は
俾
：い
.と
考
へ
、
延
い
て
こ
れ
を
以
て
‘一
國
出
產
率
低
下
の
原
因
と
見
做
す

人
も
'あ
る
。
何
れ
に
し
.ろ
と
の
問
題
に
於
て
困
難
な
の
は
、
精
神
病
者
な
る
が
故
に
自
然
的
生
殖
力
が
發
揮
さ
れ
な
い
事
情
の
少
く
な

.い
こ
と
.で
あ
ら
5
。
獨
身
時
代
に
發
病
す
れ
ば
結
婚
の
機
會
は
殆
ど
な
い
で
あ
ら
う
し
'
結
婚
後
に
發
病
す
れ
ば
別
居
そ
の
他
の
方
法

に
よ
つ
て
夫
婦
坐
活
は
中
斷
さ
.れ
る
で
あ
ら
う
。；
即
ち
統
計
上
で
は
一
般
に
彼
等
の
擧
子
數
は
少
い
の
が
當
然
で-

問
題
は
、
斯
か
る

豫
防
的
手
段
の
講
ぜ
ら
れ
.故
か
つ
た
場
合
に
ど
の
程
度
に
達
す
る
か
を
確
定
す
る
と
と
で
あ
る
。
か
、
る
實
例
は
實
際
に
は
容
易
に
得

難
い
で
あ
ら
う
し
、
さ
b
と
て
；

j

れ
を
實
驗
に
よ
つ
て
確
め
る
よ
う
な
方
法
が
搌
し
て
是
認
さ
れ
る
か
ど
め
か
は
多
分
に
疑
問
で
あ
ら

う
。
併
し
も
し
發
病
前
の
出
產
率
を
求
め
る
な
ら
ば
^

—

遺
傅
質
そ
の
も
の
は
發
病
の
前
後
に
於
て
異
る
も
の
で
は
な
い
か
ら——

精

神
病
遺
傳
質
と
出
產
力
と
の
關
係
に
つ
い
て
何
等
か
の
結
論
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

最
後
に
殘
さ
れ
た一

つ
の
問
題
が
あ
る
。
と
の
問
題■.た
る
’、
そ
の
結
論
の
.如
何
に
よ
つ
て
は
斷
種
法
の
基
礎
自
體
を
動
嵇
せ
し
め
る

性
質
の
4
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
精
神
病
は
不
治
な
り
や
否
や
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
現
に
精
神
病
院
に
收
容
さ
れ
て
ゐ
る
患

者
の
最
も
多
く
を
占
め
る
麻
痺
性
痴
呆
と
精
神
分
裂
症(

精
神
乖
離
症〕

と
は
、
今
日
の
.醫
學
力
を
以
つ
す
れ
ば
決
し
て
不
治
.で
は
な
い
.
 

の
で
あ
る
。
前
者
は
元
々
徽
毒
に
よ
る
傳
染
病
の一

種
で
あ
る
か
ら
、遺
傳
の
問
題
と
は
關
係
は
な
く
、
從
つ
て
優
生
法
と
も
緣
の
な

.

.

.

.

.

 

,

い
病
氣
也
あ
る
。
遺
傅
的
で
な
い
其
他
の
精
神
病
も
亦
多
く
仗
全
治
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
後
者
は
明
か
に
' 
否
寧
ろ
最
も
代
表 

的
な
遺
俾
病
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
獨
逸
に
於
て
潰
傅
的
精
神
病
患
者
二
十
一
萬
人
.の
う
ち
八
萬
人
を
算
へ
る
こ
と
は
旣
に
述
べ
た
。
ま 

た
上
揭
の
裘
市
に
於
け
る
浮
浪
者
及
び
乞
食
に
っ
いV

皇

倒

的

.に
多
い
。
管

？

の
精
神
分
裂
®

—

^
れ
は
會
て
.は
早
發
伯 

I

と
呼
ば
れ
た
ー

は
摩
囂
界
を
驚
倒
せ
し
め
§

ル
；ジ
ァ
ゾ
ル
義
療
法
及
び
ィ
ン
シ
ユ
リ
ン
•
シ

-
ッ
ク
療
法
に
ょ
っ
て 

嗤
め
て
高
い
治
療
率
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
：。
勿
論
，治
療
率
は
患
者
の
狀
態
や
醫
師
の
力
量
に
よ
つ
て
大
备
は
あ
る
が
一
苟
に
シ 

き
も
三
割
.
多
含
^

C

割

獲

£

す
I

し5
。

菌

に

於

W

I
れ
に
關
す
る
S

S
還
屢
々
襲
さ
れ
て
ゐ
る
。

.惟
ふ
に
從
來
醫
德
の
力
の
金
く
及
ば
ぬ
不
治
の
病
と
老
へ
ら
れ
て
■ゐ
た
も
の
は
癩
と
分
裂
症
で
あ
っ
た
。
癞
に
っ
い
て
は
未
た
右
效 

な
台
療
法
は
な
く
*
僅
か
に
隔
離
に
よ
っ
て
傅
染
を
防
止
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
疾
病
の
悲
慘
さ
は
、
そ
れ
.が
天
邦
病
と
呼
ぼ
れ 

る
一
事
に
よ
‘っv

推
す
こ
と
が
出
來
る
。
併
し
元
來
單
な
る
傅
染
病
に
f

な
い
か
ら
•
こ
れ
に
重
學
的
斷

f

蕾
す
る
の
は
無 

意
味
で
あ
り
、
我
國
の
優
生
法
が
法
案
で
は
こ
れ
を
富
な
が
ら
、
そe

後
に
至
っv

こ
れ
を
削
除
す
る
に
至
っ
た
の
も
當
然
で
あ
る
。 

勿
論
實
際
に
盛
病
院
で
は
一
般H

霞

を

行

？

ゐ
る
よ
う
で
I

が
、
こ
れ
は
小
兒
感
染
の
危
險
が
特
に
夸
い
か
ら
に
過
き
な
. 

.
C
O
も
し
生
れ
る
と
共
.に
隔
離W

れ
、
ば
感
染
の
危
險
t

免
れ
る
奪
あ
る
。
併
し
こ
の
點
で
は
、
旣
に
母
胎
に
於
て
感
染
し
て
生

.

 

i 

,

れ
て
來
る
先
天
性
徽
毒
と
同
種
の
先
天
性
癩
も
あ
：o
う
る
。

.

.

.

. 

.

然
る
に
明
か
5

傅
的
な
分
裂
症
が
右
の
如
く
治
療
可
能
と
.な
？

、
馬
鹿
に
っ
け
る
藥
も
I

と
い
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
こ
れ
に 

對
レ
て
斷
菅
適
用
せ
ね
ば1

-
2

霧
的
极
據
は
失
は
f

少
く
.と
も
薄
弱
と
I

こ

と

は

霞

し

得

な

い

。
或

る

_

質
が
特 

痠
f e

p
的
人
口
.政
策
め
.消
極
.而
ぜ
樹
涵
而
へ 

r
 

ニ

一

九

九.



1

1

1

1沿

麗

^

^

"優
.生
學
的
人
口
政
策
の
消
極
面
す
橫
極
而 

; 

1
1

0
.

2
1
1
0
9
 

^
 

に
斷
.種
法
の
.歡
象
と
.な
る
た
め
に
：は
、

そ
れ

が

危

險

：で
旦
っ
不
治
な
る

.ご
ど
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
.ら
ぬ
。
.危
險
で
な
い
も
の
，
な
ら
ば
放 

置
し
て
差
支
へ
.な
く
 

(

色
盲
の
如
き
は
例
へ
.ば
運
轉
手
に
取
っ
て
.は
危
險
で
あ
る
が
、
か
、
る
患
者
は
最
初
か
ら
檢
査
.に
よ
ら
.，て
.斯
か 

.

.る

.歡
業
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て
居
*)
-
'#:
っ
て
.社
會
的
危
險
は
な
い
わ
け
で
あ
る)

、
不
治
で
な
い
も
の
な
ら
ば
治
癒
と
共
に
危
險
性
も
消
滅 

，す
る
.か
ら
V
.問
題
ば
斷
種
で
は
な
く
て
.、
.
.治
療
の
：手
段
を
與
へ
る
h
と
.■で
.
^
-る。
素
よ
.り
治
療
に
よ
っ
て
遺
傳
質
自
體
を
改
造
す
る
こ 

と
は
.出
来
る乾
は
な
い
か
ら
、
治
癒
し
だ
分
裂
症
崽
者
が
子
を
生
め
ば
、
そ
の
子
は
遺
傅
の
法
則
に
#
っ
て
ま
た
同
病
と
な
.る
可
能
性 

は
あ
る
。
.こ
の
可
能
性
は
親
が
治
癒
し
て
'ゐ
て
も
ゐ
な
く
て
も
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
あ
ら
う
。
即
ち
こ
.の
種
の
疾
病
依
然
と
し
て
斷 

種
'の
對
象
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
點
を
强
調
す
る
外
は
な
い
こ
と
に
な
る
が(

課)

、
併
し
子
供
が
分
裂
症
患
者
と
な
つ
た
な
ら
ば
、
 

再
び
ご
.れ
.に

治

療

を

施

，
せ

ば

よ

V
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
は
何
時
ま
で
た
っ
て
も
際
涯
が
な
い
か
ら
斷
種
し
て
し
ま

へ

と
い
ふ
の
■で
は 

醫
學
の
意
義
を
疑
は
ね
'ば
'な
ら
ぬ
^
優
生
法
は
精
神
分
裂
症
の
み
を
對
象
と
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
だ
け
が
治
療
可
能
で
.あ
.っ 

て
も
、
そ
の
た
め
に
金
體
的
意
義
を
失
ふ
も
の
と
'は
考
へ
ら
れ
な
い
。
併
し
こ
.の
疾
病
が
優
生
活
に
於
て
占
め
る
壓
倒
的
地
位
を
考
慮 

に
人
れ
>
ぱ
、
少
く
も
優
生
法
の
社
會
的
意
義
は
幾
分
割
引
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

.

■

•

.

(

註)

. 

'
厚
生
省
の
击
屋
芳
雄
博
士
は「

精
神
病
の
あ
る
も
の
は
治
療
し
得
る
と
い
ふ
.こ
と
を
寒
々
し
く
論
じ
て
以
て
反
射
論
の
极
據
と
し
.て
居
る 

人
で
あ
る
'0
:恐
ら
く
ィ
ゾ
シ
ュ
リ
ン
療
法
の
如
き
-%
.の
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。
然
し
な
.が
ら
こ
の
論
は
殆
ど
一
顧
の
價
値
も
な
い
。
何
と
な
れ 

ば
遺
傳
學
的
に
治
撤
し
う
る
と
い
ふ
こ
と
は「

潰
傳
因
子」

を
無
く
す
る
と
い
ふ
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
子
孫
に
同1

の
病
氣
の
發
生
せ
ざ
る
や
う 

.

保
證
す
る
と
い
ふ
，こ
と
、に
外
，
な
ら

.な

.，い
か
ら
で
あ
る
。

然
し
遣
傅
因
子
の
否
定
が
行
ぼ
れ
ぬ
以
上
病
氣
の
輕
快
は
子
孫
に
取
つ
て
危
險

•

.
と
も
見
ら
る
るJ 

.と
_
じ
て
ゐ
る

(

同
氏
、
民
族
生
物
氍
、
-べ
八
$:
'—

六
頁
；>
?私
は
遺
皆
因
子
を
否
定
せ
ず
と
も
、
そ
の
社
會
的
危
險
性
を
間

題

と

す

る

限

り

、
治
療
の

.可
能

.か

.否
か

は

棰

め

て

蜇

大

な

意

義

を

帶

ぴ

た

も

.の
で
、
決

-1
,
'て
.

「

1
顔

の

價

値

も

な

.ぃ」

之
速
斷
す
べ
き
で
は
な
ぃ

' 

: 

.

.

と
考
ベ
ざ
る
を
得
な
い
。

.

： 

.
*
.
:
.
■

m ；-

•

 

積
極
的
優
生
法
の
可
能
性
.

.:

，

.

.

.

 

'

、
今
日
優
生
法
が
‘單
に
藤
質
遺
傅
の
靈
の
み
を
目
的
と
し
ノ

 
.そ
の
畠
げ
る
'#
の
自
的
、
即
ち
健
全
な
.る
素
質
を
有
す
る
者
の
增
加
を 

無
視
し
v

t

こ
と
、
換
言
す
れ
ば
そ
れ
が
單
に
消
極
面®
み
に
限
定
さ
れ
て
葡
的
建
設
的
方
面
を
忘
却
し
て
ゐ
る
こ
•と
は
.旣
に
述 

ベ
た
患
り
？
あ
る
。
併
し
元
々
，優
生
學

(Eugenics)

な
る
も
の
.は
、■創
始
者
ゴ
ル
ト
ン
の
言
葉
を
以
て
す
れ
ば

「

人
種
の
生
得
的
な
性 

質
を
改
善
す
る
ル
て
の
作
弔.
.ま
た
と
の
作
用
を
最
も
有
效
に
發
展
せ
し
め
る
作
用
を
檢
討
す
る
科
學

」

.で
あ
る
か
ら
、&

生
學
的
人 

ロ
政
策
を
誇
稱
す
る
淑
上
は'そ
の
主
た
る
目
的
は
惡
質
の
防
遏
ょ
り
は
寧'ろ
良
質
の
促
進
で
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
も
し
良
質 

f

も
.

Q.

が
、
.變

と

同

樣

に

、
メ
ン
デ
ル
法
則
に
從
？
_

す
る
i

が
確
實
な
ら
ば
、
精
極
的
優
生
法
は
今
日
男
女
間
に
行
は 

れ
る
任
意
的
■
.
を
統
制
し
て
、
所
謂
兩
顧
の
淘
汰

」

を
潰
現
す
る
.外
に
道
は
な
い
の
で
あ
つて
、

ゴ
ル
ト
y

の

後

繼

者

ピ

て

ソ

-
ン 

は
繰
返
1>
こ
.れ
を
言
明
し
て
ゐ.る
の
-1
5
'
.
あ
る
メ
そ
し
て
礙
生
法
が
，漸
次
、こ
の
方
向
に
進
む
で
.あ
ら
う
こ
と
は
容
易
に
想
#
し
る
と
こ
ろ 

で
あ
つ
.て
、'例
へ
ば
獨
逸
の
婚
姻
貸
付
法
は
人
種
的
に
ま
た
健
康
的
に
缺
陷
な
き
■男
女
に
對
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
激
つ
て
ゐ
，
 

る
®)

。
'
我
國
で
も
增
殖
獎
嘯
の
目
的
か
ら
こ
の
種
の
制
度
を
講
究
中
と
傅
へ
^4

-
る

が
、'
?:
の
'場

合「

缺
顧
為
そ
者」

と
い
- ^

翁

 ̂

は
嚴
格
に
^
釋
さ
れ
、ば

「

國

家

と

し
.て

特
に
希
望
す
：る
が
如
き■良
質
の
所
有
者」

.を
意
味
す
る
と
'と〜

な
ら
う
か
ら
上
記
の
兩
親
の

•
淘
汰
上
同
じ
こ
と
に
歸
着
す
る
，.で
•あ
ら
う
®

陵
.生
學
的
人
口
政
饿
の
消
極.面
ミ
横
極面

：； 

■
二
一 

c

r

r乙



«I

.使
生
學
.的
人
«
.政
策
の.消

擠

而

.

.
>
#
善

 

ニ
ニ 

ニ

ー
1
0'
コ 

.

.

. 

.
.C

註
.
r
拙
稿「

ナ
’
.ス
入
口
政
策
槪
論」

參
照 

.

•

.併
し
：斯

か

る

穣

極

的
方
面
に
關
レ
て
は
消
極
、的
方

.面
に
於
け
る
.よ
り
も
遙
か
に
複
_

に
し
て

困

難

な

；
問

題

が

，
横

'は
つ
て
ぬ
る
。
傘
一

,
,
.
は
質
.の
規
定
に
關
す
る
も
の
で
、
第
ニ
：は
遺
傳
的
素
質
と
環
境
と
.の
關
係
で
あ
.る
。
.消
極
的
優
生
法
に
於
て
は
‘對
象
は
遺
傳
的
惡
質
に
.

.

. 

—

:-
'
d
.
*
.
:

 ?

.

 

:

.

■限
ら
れ
•る
か
ら
、
•こ
、れ
■を
規
定
す
•る
こ
と
、
.換
會
す
れ
ば
如
何
な
；る
穗
類
が
國
家
的
見
地
か
ら
望
ま
し
く
な

_い
か
を
決
定
す
る
こ
.と
は 

'比
較
的
容
易
で
あ
.る
。

反
之
如
何
な
る
素
質
が
望
ー
ま
し
い
办
の
問
題

.に
至
つ
.て
は
-.
.抽
象
的
.に
は
兎
に
角
、
實
際
的
に
-は
•到
底
一
義
的 

に
，規
定
1>
得
な
^
で
あ
ら
ぅ
0
良
質
と
は
一

-般
的
に
は
肉
體
的
精
神
的
能
力
が
高
く
延
，'い
て
個
人
及
び
國
家
の
發
展
.に
特

に

.資

す

る

と 

と
ろ
あ
る
も
の
を
意
味
す
る
が
，
併
し
今
日
の
.如
く
社
會
的
分
化
が
.徹
底
し
、
.社
#
,の
各
階
層
が
相
互
に
.極
め
•て
異
つ
た
職
分
を
.分

擒 

し
づ
.、
あ
る.事
愦
00
-
下
に
於
て
は
、
國
民
全
體
を
賞
く
規
準
な
る
も
の
.は
求
め
難
く
、
延
い
て
.總
て
に
妥
當
す
る
良
質
な
.る
も
の
は
1 

定
し
難
い
：
で
.あ
ら
ぅ
。
大
雜
把
に
.言
つ
て
も
、
肉
體
勞
働
者
と
精
神
勞
働
者
に
於
け
る
理
想
的
檩
準
は
伺
一
で
は
：な
い
1°
更
に
精
神
努 

働
の
範
阇
に
於
て
も
そ
の
仕
事
の
性
質
に
よ
つ
て
、
要
求
さ
れ
る
素
質
は
極
め
て
異
る
の
で
あ
つ
て
、
音
樂
家
と
醫
師
、
政
治
家
と
科 

、擧
者
、
實
と
大
學
敎
授
等
を
相
耳
に

.比
較
す
れ
ば
.
.容
易
に
.判
'る
?:
と
で
あ
る
。)

こ
.
.れ
ら
に
於
け
る
素
質
を
假
り
に
，平
均
し
た
も

の
を
理
想
と
.す
^
な
ら
ば
、
か
、
る
平
均
人
は
何
れ
の
方
面
に
も
多
少
の
活
動
は
.出
來
て
も
特
に
或
る
方
.面
に
優
れ
た
働
き
は
爲
し
得

\ 

.

な
い
こ
と
に
な
り
"
文
化
の
原
動
力
.た
る
社
會
的
分
業
な
.る
も
の
X
效
梁
は
著
し
い
■程
度
に
滅
却
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
偉
大
な 

事
業
が
常
に
少
數
の
異
常
な
人
々
に
よ
つ
て
考
案
さ
れ
る
こ
と
は
改
め
て
喋
々
•す
る
迄
も
な
い
と
と
で
あ
る
。

素
質
の
斯
か.る

社

會

性

或

ひ

は

階

層

性
.<
そ
積
極
的
優
生
法
の
前
途
に
.橫
は
る
最
大
障
碍
と
認
め
ら
る
べ
き
も
の

.で
、
こ
れ
を
忘
れ
.
.

- 

•

 

.

E

n

^

て
v

.̂
-に
も
家
畜
.
.に.對
：1
て̂
適
用
さ
れ
つ
、
あ
る
優
徵
交
配
_を
要
求
せ
ん
と
す
る
の
は
輕
卒
も
甚
だ
し
い
。
後
洛
に
於
て
は
要
求
さ
れ 

る

囊

は

、
例
へ
ば
競
馬
用
馬
匹
に
於
け
る
速
力
や
搾
乳
用
牧
牛
に
於
け
る
乳
量
の
如
含
単
純
に
し
て
一
.義
的
な
も
の
で
あ
る
。*
併
し 

人
間
社
會
に
於
て
も
最
近
の
大
量
生
產
的
敎
育
法
や
非
常
時
に
籍
口
す
.る
低
調
な
團
亂
敎
練
な
ど
は
、
も
し
今
後
そ
れ
か
一

層
强
化
さ 

れ
る
な
ら
ば
、
何
日
か
は
人
間Q

家
畜
的
統
一
を
理
想
と
す
る
時
代
を
招
致
す
る
か
も
知
货
。
そ
しV

そ
8

に
は
積
極
的
屋
法 

ば
容
置
つ
有
效
S

用
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
人
間
性
裏
却
し
た
こ
の
種
の
人
間
統
制
は
、
文
化
を
高
め
る
所
以
で
は
な
く

決
し
て
吾
人
の
希
望
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
'な
か
ら
う
。

乍
併
か
、
る
考
へ
方
か
ち
積
極
雙
坐
法
S

値
を
疑
ふ
の
は
、
實
は
管
に
優
生
學
に
囚
は
れ
た
見
方
で
あ
る
。
社
E

事
實
幾 

多
の
階
層
に
對
立
し
て
ゐ
る
が
-
斯
か
る
對
立
を
決
定
す
る
も
の
が
常
に
生
物
學
的
能
力
如
何
で
あ
る
な
ら
ば
、
且
つ
そ
の
能
力
が
全 

ぐ
或
ひ
は
大
部
分
遺
傳
的
先
天
的
な
も
の
で
.あ
る
な
ら
ば
、

一
社
會
に
於
5

求
さ
れ
る
先
天
的
素
質
の
多
？

る
、へ
直
當
然
で
あ 

り
、
延
い
て
篇
的
優
生
法
に
於
て
樹
立
す
べ
き
肇
於
、
I

極
度
の
多
様
性
の
故
に
不
可
能
と
な
る
べ
き
I

然
で
I

。
然
る 

に
各
人
の
社
會
的
身
分
の
主
た
る
极
據
が
生
物
學
的
方
面
I

い
こ
と
は
改
め
て
說
く
ま
で
も
な
い
こ
と
で
、
社
會
と
い
ふ
歷
史
的
稱 

造
.の
う
ち
に
あ
つ
て
は
v

f
の
環
境
的
要
因
こ
I

か
に
決
定
的
な
も
の
で
I

。
即
ち
自
己
.の
家
庭
の
地
位
、
敎
育
、
響

の

如 

I

の
が
'こ
れ
で
あ
つ
て
、
人
は
決
し
て
.先
天
的
に
或
る
特
種
.の
職
業
と
か
社
會
層
に
運
命
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
勿
論
封
建 

時
代
の
不
自
由
な
階
層
主
養
ひ
は
世
襲
制
度
は
別
で
I

が
、併
し
.そ
の
場
合
に
は
最
初
か
ら
能
力
の
間
題
は
切
り
離
さ
れ
て
居
り 

佐
つ
.て
遺
傅
.の
問
題
と
は
無
關
係
な
も
の
で
あ
る
。
併
し
如
何
に
環
境
め
作
用
を
肯
定
し
た
と
と
ろ
で
、
と
.の
作
用
が
效
果
集
す
力 

..
優
生
學
的
人
：ロ
政
策
の

'消
極
而
ど
.锁
糊
而 

一'k
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.
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優

生

學

的

入

口

政

策

の

消

.霉

w
.

溃

極

面
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ニ

四

’ 

(

一
二
〇
四) 

‘

否
力
は
依
然
と
し
て
素
質
の
如
何
に
：懸
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
.そ
こ
で
：吾
人
は
希
望
さ
れ
る
素
質
な
る
も
の
は
決
し
て
.特
定

の

職

 

I

I

階
層
的
能
力
の
見
地
か
ら
決
f

s

が

营

I

Q
も
.
S

S
く

、

一
般
I

育

又

は

簾

S

す

る

i

性

が

大
な 

り
や
零
力
ら
決
定W

れ
る
霃
に
し
て
霧
的
f

Q
で
f

と
.考
へ
て
よ
か
き
。
斯
く
後
天
的
要
因
皇
視
す
る
と
と
に
よ
つ

て
.
、

始

め

て

「

良

質
.の
規
定
が
可
能.と

な

る

？

あ

っ.て
、
延
い
：
て
積
極
的
優
生
法
が
人
口
.政
策
し

結

び

っ

く

と

と

A

な

る

の

で

あ

る

。

，

, 

謂
f

人

間

は

加

工

如

何

に

よ

，っ
て
各
種

.の
製
品
と
.な
：る
原
料
でI

O
製
品
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
原
料
の
水
準
は
高
け
れ
ば
高
い
ま
：

.

ど
よ
い
♦
積
極
的
優
生
法
は
單
に
高
水
準
の
原
料
を
問
題
に
.す
れ
ば
.よ
い
の
で
あ
っ
：
て
，
最

初

か

ら

原

料
を
特
定
製
品

•と
結
び
.っ
け
て 

:

,

•

考
へ
た
の
'S

到
底
成
李
る
も
の
で
は
な
く
、
假
り
に
成
立
し
た
と
す
れ
ば
極
め
て
階
級
的
な
、
著
し
く
I

に
歪
め
■ら
れ
I

斷 

: 

的
な
も
の
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
人
種
と
い
ふ一

.'
ヶ
の
傾
鞲
物
と
結
合
し
た
ナ
チ
ス
獨
逸
の
人
口
政
策
が
こ
の一

.

っ
の
例
で
あ
-る
。

'

以
上
は
遺
傅
の
原
切
が
肉
體
的
能
カ
の
み
な
.ら
ず
.精
神
的
能
カ
も
當
嵌
ま
る
も
の
と
し
て
の
話
で
あ
る
。
然
る
に
後
者
に
關〕

て
は 

未
だ
充
分
な
る
定
說
は
な
いQ

で
あ
っ
て
.全
く
と
れ
を
否
定
す
る
學
者
す
らs

く
な
い
。
新
明
正
道
氏
日
く 

r

體
質
の
遺
傅
に
おc 

て
は
ヮ
ィ
ズ
マ
.ン
や
メ
ン
デ
ル
の
.■說
く
と
こ
ろ
で
妻
.で
あ
る
と
し
て
も
、
精
神
的
能
力
に
つ
.い
て
は
遺
傳

I

-

張
し
得
る
も
？

く

遺
傅
が
存
す
る
と
し
て
も
•
*そ
の
法
則
が
體
質
の
場
合
と
同
.一.で
あ
る
と
は
認
め
る
，

U

と
が
出
來
な
い」

と(

註〕

。
併
し
.精p

勺
b匕 

•

N

S故
た
る
性
格
な
f

Q
が
著
し
く
遺
傅
.的
で
あ
り
、
耳
っ
そ
れ
が
メ
ル
デ
ル
法
則
に
從
ふA

J

と
は
.數
次
の
實
驗
5

?

確
か 

め
ら
れ
て
ゐ
る
よ
ぅ
で
、
裔

で

も

例

へ

ば

池

見

賢(

國
府
津
腦
病
院
長)

が
四
年
間
に
亙
り
常
人
と
精
神
病
者

千

三

百

九
家

族

、

一 

_

萬
五
'千
名
に
っ
ぃ
て
行
っ
た
調
査
を
：擧
げ
る
と
と
が
财
來
る
，

0
シ
.ュ
ト
ウ
ジ
。へ
ル
.
.の
報
告「
性
格
の
遺
傅
に
關
す
る
硏
究」

Lrntelrsuch-

iin

ミn. .iiber d
i
e

<:-ererb.im,g dei: Charackters 

.も
亦
ノ
巴
里
國
際
人
ロ
會
議
に
於
て
特
に
法
目
を
惹
い
た
も
の
で
氏
は
論
じ
て 

m

く
-
1

杯
究
は
、
業

養

の
異

常

者

及

び

疾

病

；

の
馨
の
み
が
研

f

れ
て
、
反
之
常
人
及
び
生
物
學
的
に
價
値
高
き
人
A
の
遺
.
 

傅
が
驛
さ
れ
た>

め
I

じ
た
缺
陷
を
補
ふ
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る」

と

璧

〕

。
即
ち
謂
は
"
消
極
的
優
生
法
か
ら
積
極
的
重
法

へ
の
橋
渡
し
と
認
め
ら
れ
る
.と
い
ふ
の
I

つ
-て
、
.シ
a

1
フ
ア
.は
こ
の
.見
解
を
讃
へ
.■て

ゐ
る
I

一

)

。

(

註一
)

新
明
S
. 

<槌
と
社
會
、
三
七
.四
頁
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schorer-ibid. s. 22

氏め行っ的研究

Q

第
ー
の
目
的
は
常
人
に
關
す
る
遺
篇
態
が
如
何
に
し
て
、
.臭
如
何
な
る
法
n
の
下
に
行
は
れ
フ 

か
を
知
る
こ
と
で
、
第.ニ
の
目
时
は
こ
れ
を
ばf

高
い
馨
心
理
學
的
研
究
の
前
提
と
な
さ
ん
と
す
る
こ
と
で
ぁ
る
。
氏
の
調
査
力 

法
は
双
生
兒
と
顏
の
兩
者
を
併
用
し.た
も
の〔

.で
V
著
'

A

 
く
異
色
に
富
む
も
の.で
ぁ
る
。
剧
ぢ
I
初
に
環
境
は
等
し
く
_

質
は
異
る 

ニ
卵
性
双
生
兒6

各
々
に
顯
著
な
特
徵
を
擧
げ
、
，同
じI

を
そ
の
近
親
に
求
め
た
の
で
ぁ
っ
て
、
氏
ば
こ
れ
に
ょ
っ
て
一
應
の
遺
傅

形
傲
を
知
り
得
た
が
、
こ
れ
を
電
：す
る
た
め
に
氏
は
バ
ナ
1
、ト
彥
一
村
落
.の
S

の
農
家
血
統
を
利
用
し
た
の
で
I

.
そ
し
て

.
/ 

•

結
論
を
要
約
す
れ
ば
、
 

-

■

(

一)

余
の
遺
傅
心
理
.學
馨
究
に
ょ
れ
ば
、
心
的
.感
情
は
能
力
の
、遺

傅
..

と
同
じ
力
で
遺
傅
す
る
。
.併
し
そ
の
儘
で
I

 
く
て
部
分
，

.
的

に

で

あ

る
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■

:
 

優
生
學
的
人
2
政
.策
CO
消
棰
W
ミ
嵇
楠
两 

一

一

五

(1' 
一一

o
-
t



键
_

的人
：！

政
策
の
消
秘
而
I

極
'
 

ニ
.

J、 

。

ニ 

o六)

(

ニ〕
'
外
界
及
び
敎
育
的
影
響
の
等
し
い
と

い

ふ

と

と

は

、

決
し
て
性
格
の
類
似
を
說
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
艰
し

て

然

り

 

と
す
れ
ば
.一
す
性
双
生
兒
は
性
格
的
に
類
似
.せ
ね
ば
な
ら
ぬ
.こ
ど
に
な
る
が
？
事
實
は
ぞ
ぅ
で
な
い
。
外
界
の
影
響
を
過
度
に
評 

.

憤
し
.で
は
な
ら
ぬ
。 

•

.

(

三)

.
四
十
一
の
例
に
於
て
、
性

格

的
に
，相
..互

に

極

め

'て
異
る
二
人
の
近
親
は
相
互
に

顯

著

な

肉

體

的

相

違

美

し

、

反

之

肉

體

的
 

類
似
と
性
格
的
類
似
と
は
平
行
す
る
。

.

' 

• 

ノ 

.

以

上

力
ら
却

め
ぅ
る
實
際
的
結
論
は「
配

遇
の
選
擇
は
子

供

の

運

命

を

決

定

す
る

」
E
h
e
w
a
h
l

 b
es
timm

t das 

S
chicksalder 

x
a
c
h
k
o
m
m
e
n
)

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。 

.

と
の
見
地
か
ら
我
國
に
於
て
最
近
最
も
注
目
す
べ
き
計
畫
は
、
i

衞
生
硏
究
會
の
行
は
ん
と
す
る
優
良
家
系
調
査
で
ぁ

る

0.
同

會

1
 

で
行
ひ
つ
、
I

精
神
薩
者
家
族
調
査
に
つ
い
て
は
旣
§

及
し
た
が
、
i

s
良
家
系
に
關
す
る
良
質
遺
傅
の
硏
S

遙
か

に

建

 

設

的

謹

集

び

f

Q
で
、
そQ

成
功
は
獨
り
私Q

み
の
願
で
I

る
ま
い
。
調
S

綱
は
次q

如
f

 Q

で
ぁ
る
。

優
良
家
系
調
査
要
綱

'

 

1

賛

家

f

し

て

は

馨

的

荒

て

賛

者

皇

做

す

ベ

碁

を

多

數

£

出」

？

の

管

」

て

督

の 

一
_

る
家
系
を

撰
定
す
る
と
と
。 

•

、
 

ニ
、
優
良
者
の
認
定
に
は
學
業
成
績
ぐ
社
會
的
地
位
、
又
は
德
望
、
音
樂
、
繪
畫
、
文
學
等
藝
術
の
天
禀
、
商
業
、
X
業
等
實
業
界

に
於
け
る

成
？：？̂

理
學
エ
學
、
醫
學
等ini

然
科
學
に
於
け
る
學
殖
、
宗
敎
、
哲
學
又
は
道
德
界
に
於
け
る
令
名
、
國
家
社
會
に

• 

• • 

*

パ 

I

I

I

 
力 

l

l

i

i

る
I

I

す
る
と
認

一
 

後

言

.1

8

1
け
桑
一
人
者
I

す
f

1

0
事
:;い

匿
家
系
を
撰
定
|

取
低
標
準
と
し
て
は
其
の
家
系
に
於
て
直
系
、
雷

I

じ
曾
祖
父
母
の
代
ょ
り
今
I

に

屯

f
 

笑
る
も
の」

ニ
名
以
上
、
.叉
は
.稍
優
秀
な
f

の」

三
名
以
上
輩
出
せ
るこ
と

、
す
。

■ 

ノ 

優
I

茶

と

し
V

S
走

：本

籍I

」

他
罢
又
は
他
都
會
に
出
て
.成
功
せ
る
も
の
を
撰
定
す
f

可

と

す

ノ
 

其
の
血
6

犯
罪
者
.、
反
社
會
性
者
其
の
他
社
會
ょ
り
.忌
避
さ
れ
る
者
を
出
し
た
る
家
系
は
■

せ
さ
る
こ
t

す

尙

其

の

毖

S

S

Q

I

S
、
I

薄
|

(

低
能)

、
病
I

I

及
、I

の
他
の
1

1

1

1
し
た
る
豪

. 

' 

+
•

も
撰
定
せ
ざ
る
こ
と
V
す
。

ー
且
し
遺
傅
性
の
判
斷
及
び
悪
疾
の
認
定
は
尊
門
醫
師
に
相
談
し
て
決
定
す
る
を
'
?
す

S

て
遺
傅
性
と
非
遺
傅
®

問
は
ず
總
ベV

精
神
身
體
.に
甚
し
き
缺
陷
ぁ
る
も
の
を
出
し
た
る
家
系
|

撰
定
せ
ざ
る
を

\

, 

*

と 
ず 

i °
k .

1
%  '

t
o
肖
画
tfii .

睛
函
m  .

i

)

ノ



i

f

 

i

l

l

 

而

. 
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f

o

 

乃

.

.
優

良

家

系

圖

の

記

載

に

當

り

て

は
次
の
一
般
的
記
號
を
用
ふ
る
と
と
。

「

常

人」
.
男

ロ
 

：
女
◊

.

.

.

.

「

稍
々
優
良
な
.る
も
の
.

」

男
_

女

命

.「

特

I

良

な

零

の

」

1

.

1

 

- 

然
し
て
其e.
記
載
の
下
に
姓
名
.
職
業
—

.死
亡
芸
も
の
.に
あ
つh

は
死
亡
時
の
年
齡
及
び
死
亡
原
因
を
粜
る
だ
け 

.

明
記
し
沮
其
の
人
の
傅
記
就
中
優
良
者
に
就
い
て
は
.其
の
長
所
及
び
業
績
を
正
確
簡

潔

に

記

載

す

る

こ

と

。

■;
-.

然
し
て
夫
婦
5

で
結
.び
同
胞
は
出
生
順
位
で

左

か

ら

右

に

列

擧

し

双

生

兒
ほ
一
一.で
結
合
さ
す
こ
と
。
.：
.:

.

:'.

,

九

賛
豪
は
追
究
し
得
る
限
り1
日
に
遡
り
且
出
来
る
だ
け
廣
く
調
査
す
る
こ
.：と
。

'

、

一0
、

優
良
家
系
調
査
用
紙
は
格
別
規
f

ざ
i

以
て
記
載
に
便
利
"な
適
當
の
•
用

紙

を

選

び

て使
用
す
る
こ
と
.。

右

の

要

綱

を

一

覽

し

て

直

ち

に

氣

づ

く

こ

と

は

、
矢

張

れ

「

優

良」

の
，定
義
の
如
何
に
.羅か
と
い
ふ

こ

と

で

1

C「

社
會
的

に

見

て」

.
と
か「

鄕
土
の
誇
と
し
て
衆
目
の
一
致
せ
戶
と
い
ふ
が
如
S

定
標
準
が
果
し
て
幾
許
の
科
學
性
を
帶
び
ぅ
る
で
あ
ら
ぅ
'加
。
同
じ
こ 

と

は

優

良

者

の

靈

に

つ

い

て

も

言

ひ

；ぅ

る
の
で
あ
つ
て
、
學

業

成

績

、
.社

會

的
地
位
、
天

稟
.
.成

功

、
學

殖

•
令
名

等

の
所
謂
f

的
標
準」

.が

果

し

て

ど

の

囊8

質

を

反

映

し

急

か

は

改

め

て

講

究

を

要

す

る

囊

で

あ

る

。
最
も
科
學
的
な
る
暮

す
る
と
の 

種
の
問
題
が
神
話
的
性
格
k
帶
.び
て
は
な
ら
ぬa

又
こ
れ
I

別
m

は
I

I

篇

I

唱
.し
、
露

相

談

所

を

護

し

て

麗

I

Q
議

案

り

出

し

た

が

、

そ
，っ

際
の
眼
目
が
肉
體Q

問
題
に
限
定
さ
れ
る
r
-と
な
く
、

性
格
そ
の
他
の
.精
神
的
部
門
I

置

か

れ

た

い

も®
 

I

。
素

ょ

り

と

の

方
 

面
の
硏
究
は
未
だ
嵇
籠
時
代
に
ぁ
る
の
で
ぁ
る
か
ら
、

急
速
に
ヒ
の
要
望
が
充
た
さ
れ
る
窖
は

な

い
o

併
し
近
時
異
常
な
速
度
で
發
_

し
來
つ
た
各

種

•の
..心

理
测

定

或

ひ
は
心
理
試
験
は
、
次
第
に
個
人
的
素
質
か
k
社
會
的
素
質
を
問
題
と
す
る
i

っ
た
力
ら
そ
の
内 

容
，̂
る
固
咕
測
薆
び
智
能
.檢
蜜
が
ょ
.り
進
步
す
れ
ば
、
.必
ず
や
具
體
的
な
積
極
的
優
生
策
も
可
能
と
な
ら
ぅ
こ
れ
に
關
し
て
は
才 

ス
f

ン
の「

素

質

測

定

の

適

用

会

o

f

 

s

e 

I

I

 

of i
r
e
s

 

t

i

l

l

 {

な
る
興
味

I

d

霞

養

霞

的
手
I

視
し
得
i

.

l

定
す
べ
く
も
I

、
I

め
に

l

i

の
I

I

と
す
る
現
I

I

、
霞

S

I

I

I

る

靈

^

#

塞

曼

I

I

ぬ
。
併
し
こ
れ
ら
の

裳

が

為

に

成

功

し

た

き

ろ

で

こ
れ
堂
っV

、

人

口

雲

S

S

蹵

に

解

t

れ
る
も
の
で
I

い
。
優
生
法
は
純
然
た

っ
外
は
な
く
、
.而
も後
者
即
ち
|

異
變
は
人
の
全
く
干
渉
を
I

る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
I

麗

の

.淘
汰
た
I

又
 

に
殘
さ
れ
1

1e

手
段
と
I

-
と
い
ふ
の
が
優
I

的
人
口
政
策
の
基
調
であ
る
。
f

に
人
間
の
肉
體
的
冒I

質
は
總
へ

て
乃
至
は
大
部<

_

的
に
、
爱

_

运

誉

れ
る
秦
と
す
れ
ば
、
■

合
嫠

は

議

の

襄

の

み

に

終

K

養

へ
な
く
、
ま
I

始
S

ば
I

な
い
こ
.と
に
な
る
。
8

や
原
始
人
の
間
に
於
て
？

の
原
則
は
確
か
に
承
認
し
ぅ
る
の
で
あ
っ
て

彼
等
の
間
I

I

I

る
自
I

I

養

的

I

し
i

の
1

。
然 

動
物
に
於
V

I
然
淘
汰
は
極
め
て
微
力
で5

そ
S

S

所

讓

I

I

現
象
が
趄
っ
て
ゐ
る
。

優
生
學
的
人
ロ
政
策
の
消
極
而
，ミ
精
極
面 

.ニ
九



. 

.

 

'-
.
 

.

 

-

 

'

 

•
 

.
 

f

V
 

.

. 

.

. 

■ 

.

.

. 

.

.

.
_
:

■

 

'

 

•

優
生
學
的
人
口
.政
策
の
消
齄
面
—

極
而 

三

〇

〔

ニ
ニ
0)

.

- 

が
倮
響
に
ょ
っ
て
榮
，へ
、
適
格
者
が
壓
觉
に
ょ
っ
て
衰
へ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
實
は
特
に
人
間
の
間
に
優
生
學
的
.
か
を
强
行
す 

• 

べ
き
现
由
.と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
消
極
的
に
不
適
格
者
の
增
加
を
防
遏
し
積
極
的
に
適
格
者
の
增
加
を
促
進
す
べ
き
必
要
を
感
ぜ
し
め'

, 

る
も
の
で
あ
る
が
、
.同
時
に
こ
.の
事
實
は
、
人
間
社
會
に
於
て
は
後
天
的
條
件
が
如
何
に
有
力
に
先
天
的
素
質
を
改
變
し
て
ゐ
る
か
の

*

 

.

證
據
で
あ
る
。
即
ち
人
口
質
の
問
題
に
於
て
、
先
天
的
素
質
と
竝
ん
で
、
環
境
の
作
用
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
所
以
で
あ
る
パ

環
境
即
ち
外
的
條
件
は
一
っ
は
自
然
的
、
他
は
社
會
的
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
み
な
ら
ず
凡
ゆ
る
生
物
に
と
っ
て
、

.定
の
風
土

が
そ
の
活
動
の
不
可
缺
の
前
提
た
る
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
、
ハ
ン
.テ
ィ
ン
ト
ン
の
唱
へ
る
が
如
き
氣
候
と
文
明
の
相
關
性
は

否
定
し
ぅ
べ
く
毛
な
か
ら
ぅ
。
氣
候
の
如
含
は1

時
的
に
は
人
間
の
能
率
を
左
右
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
持
續
的
に
は
そ
の
肉
體
及
び

性
格
を
變
化
せ
し
め
、
.異
る
素
質
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
。
同
一
人
種
の
地
理
的
分
布
を
觀
察
す
れ
ば
こ
の
間
の
消
息
は
明
か
で
あ

る
？
最
近
十
年
間
に
獨
逸
‘で
：

S

健
康
に
及
ぼ
，す
土
地
の
影
響
に
關
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
、環
境
論
に
新
た
な
光
を
投
ず
る
に
至
づ
た
。

へ
.ヒ
ト
博
士
は
巴
里
國
際
人
口
會
議
に
於
て
こ
れ
を
採
り
上
げ
、
ヵ
イ
ザ
ア
•ゥ
か
ル
へ
ル
ム
硏
究
所
そ
の
他
の
代
表
的
實
驗
七
っ
を
擧

.

げ
て
そ
の
結
果
を
要
約
し
て
ゐ
るO

即
ち
土
地£

附
隨
す
る
放
射
線(Radioaktive E

m
a
l
i
o
n
e
n
)
、

'光
線
地
瓦
斯
、
鑛
物(

力
ル
ク
、

. 

燐
"
_
、
，
マ
グ
ネ
シ
ゥ
ム
、
沃
度
等)

、
微
生
物
等
は
生
物
の
健
康
を
左
右
す
る
要
素
で
あ
っ
て
、癌
や
風
土
的
甲
狀
線
腫
そ
，の
他
各
種

.
疾
病
は
著
し
い
程
度
、に
こ
れ
^
と
關
聯
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
'の
で
あ
る
0
併
し
へ
ヒ
ト
博
士
は
注
意
し
て
次
.の
如
く
言
つ
て
ゐ
る
0「

人
間

及
び
-1/
物
の
健
康
狀
態
に
及
ぼ
す
土
地
の
影
響
は

-
少
く
と

-%
^

.̂の
現
狀
の
下
に
於
て
は_

_

決
し
て
過
當
に
評
價
さ
れ
て
は
な

ら
な
ぬ

.0

.

.
•
•
唯
だ
確
か
な
こ
と
は
'
從
來
醫
學
者
の.間
で
數
世.紀
に
亙
っ
て
單
に
瞭
測
に
留
っ
て
ゐ
た
こ
の
影
響
の
硏
究
が
最
、近
十

年
間
に
幾
多
の
實
驗
k
ょ
つ
.て
著
し
べ
前
進
し
た
と
と
で
あ
る
。
併
し
-#
く
は
未
だ
解
け
ざ
る
謎
で
あ
つ
て
、
い
つ
か
こ
の
自
然
の
秘 

密
を
解
く
た
め
に
は
醫
學
、
物
理
學
、
化
學
、
就
中
土
壤
學
の
密
接
な
協
働
を
必
要
と
す
る」

と(

f

.°
,

(

1)
M
.

 

HedltlEinsiisse des B
o
d
e
n
s

 auf die 

Gesundheit des M
e
n
s
u
h
e
n

 (
c
o
n
g
r
^
i
n
t
e
r
n

 T
o
m
e

 

V
K
I
O 

S
R
3
6

乍
I

れ
に
類
す
る
自
然
的
環
境Q

影
響
を
一
蠱
へ
出
し
た
ら
限
り
が
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
唯
だ
斯
か
る
影
響
に
關
す
る
知
識
が
人 

ロ
政
策Q

上
で
は
大
含
な
役
割
を
演
じV

ゐ
t

と
は
忘
れV

な
ら
ぬ
。
特

に
驚
問
•題
と
結
び
つ
け
れ
ば
、
そ
S

義
は
一
層
大
き 

く
な
る
。
故
に
生
活
圈
が
急
激
に
膨
張
し
つ
、
あ
る
現
下
の
我
國
に
於
て
は
、
こ
の
問
題
は
最
も
緊
切
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に 

'較
べ
れ
ば
遺
傅
の
問
題
の
如
き
は
著
し
く
迂
遠
の
感
が
あ
'る
。

如
上
の
自
然
的
環
境
と
對
立
す
る
社
#
的
環
境
が
素
質
に
及
ぼ
す
作
用
は
一
層
複
雑
を
極
め
、
到
底
か
、
る
小
論
文
に
於
て
言
及
す 

る
と
と
は
出
来
な
い
。
玆
で
は
單
に
、
.か
X
る
作
用
の
重
視
こ
そ
' 

社
會
的
の
凡
ゆ
る
敎
育
及
び
政
策
の
理
論
的
极
據
に
外
な
ら
な
い 

と
言
ふ
に
止
め
る
。
總
べ
て
先
天
的
素
質
に
及
ぼ
す
環
境
の
影
響
は
、
ど
れ
を
科
學
的
に
決
定
す
る
こ
と
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
れ 

は
外
界
の
剌
戟
に
對
す
る
各
人
の
感
受
性
が
異
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
«
言
す
れ
ば
、
，，素
質
の
優
劣
が
最
初
か
ら
著
し
い
程
度
に
介
入
し 

て
來
る
か
ら
であ
る
。
通
例
：の
種
ぶ
の
.試

驗

S

き
、一

部
は
素
質
を
一
部
は
環
境
の
作
用
を
示
す
も
の
で
、
南
者
を
峻
別
す
る
こ
と 

は
不
可
能
で
あ
る
。
唯
だ
；

j

の
方
面
に
於
て
最
近
一
卵
蟹
生
兒
を
.利
用
す
る
方
法
が
普
及
し
來
つ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
置
か
ふ
。
斯 

か
る
双
生
兒
は
遺
傅
質
.は
全
く
同
一
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
肉
體
的
精
神
的
發
育
は
同
—*
事
情
の
下
に
於
て
は
全
く
等
し
か
る
べ
き
#
で 

あ
る
。
.故
に
兩
者Q

間
S

S

れ
ば
、
總
べV

外
部
力
の
影
響
と
■

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。M

ち

筆

复

る

_

s

く
と
と
は

優
生
蠏
的
人

1:
1
政
策
の
消
櫥
而
ミ
嵇
極
面 

.

三1

.

二 

一
二1

〕



俊
生
學
的
人
"
.政
策
の
.消
掀
面
ミ
輯
極
，面 

一
一
三
：
.
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壞
境
が
素
質
に
及
ぼ
す
作
用
を
最
も
適
確
に
荥
ず
も
.の
.で
、.へ
自
'然
科
學
に
於
け
.る
實
驗
.と
極
め
.て
類
似
し
た
•方
法
な
..の
'で
あ
客
。

:

.

.
••
■ 

X 

:

■,
-
•
.
'
• 

 ̂

< 

. 

.

.

.

X

: 

: 

.
•
:.
X 

- . 

,
.
.

.

 

.

 

,

 

-

 

-

現
に
進
行
中
の
大
規
模
な
戰
爭
狀
態
が
人
ロ
の
動
態
及
：び
靜
態
に
及
'

&

す
不
利
な
る
影
響
は
恐
ら
く
想
像
を
絕
す
る
.も
，の
•が
あ
ら 

ヶ
。

そ
れ
は
戰
病
死
及
び
負
傷
の
如
き
：直

接

.Q
且
つ
數
申
，㈣
に
示
し
ぅ
る
損
害
ょ
り
も
、
生
'る
.ベ
く
し
て
生
れ
ず
り
し
.耳

萬

の

小

兒

.
や 

勞
働
の
激
化
’及
び
榮
養
の
俄
下
等
に
ょ
\つ
で
蒙
.る
國
民
保
健
上
の
損
害
^
■
の
如
き
間
接
の
且
つ
正
確
に
測
定
し
.得
な
.い
損
失
に
於
て
遙 

か
.に
曲
：々
し
き
•も
の
.が
あ
ら
ぅ
：。
人

口

學

は

、

..そ
し
て
就
中
國
家
の
人
ロ
政
策
は
、
今
や
全
幅
.の
努
力
を
傾
注
す
べ
き
秋
で
あ
る
。
政 

策
の
目
標
は
^
1ょ
り
束
逋
新
秩
序
の
重
責
を
果
し
.ぅ
る
強
大
な
る
人
ロ
の
實
現
で
.あ
る
。
强
大
と
は
何
か
、
こ
れ
を
具
體
的
に
規
定
す 

る
.こ
と
は
極
度
に
困
雛
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
が
往
時
.の「

數
は
力
な
り」

の
單
純
な
る
概
念
に
ょ
つ
て
律
し
得
な
い
も
の
で
あ 

る
と
と
は
確
實
で
あ
る
。
人
口
質
の
低
下
防
遏
と
、.
そ
の
向
上
と
い
ふ
殆
ど
未
開
の
原
野
が
人
口
學
及
び
人
口
政
策
の
前
に
擴
が
つ
て 

.ゐ
る
。：

こ
れ
が
開
拓
は
最
も
多
角
的
に
し
て
同
時
に
最
孓
綜
合
的
な
る
を
要
す
る
。
本
稿
が
こ
の
開
拓
の
方
嚮
に
多
少
の
參
考
と
も
な 

れ
ば
幸
で
あ
る
。 

.
ノ 

,
 

.

(

一
九
四
〇
•八
•

六)

一
勞
働
の
主
觀
的
態
度
の

1

面
と
し
て
の
工
場
精
神

二
集
團
意
識
と
し
て
の

H

場

精

神

の

環

境

心

理

學

的

理

解

ゝ

、

.

.

士ー 

H

場
精
神
の
認
識
方
法
.
：

.

■ 

.

.

四

H

場
精
神
の
形
成
と
そ
.の
容
體
的.要

因

、

.

五

H

場
糈
祌
形
成
の
主
體
的
要
因.

.

.

*-
-

 
•

六

H

場
精
神
の
保
守
性
と
可
變
性
、
’
及
び
そ
の
機
能 

■
■七
勞
務
管
理
とH

場
精
神
：

:

八
產
業
報
國
運
励
とH

場
精
神

,

一 
.：、 

' 

•

.

勞
働
は
-般
に
.各
人
’の
生
觀
的
並
に
.容
襯
的
可
韻
性
の
有
機
的
、
綜
合
的
な
發
現
で
あ
り
，
勞
働
の
生
產
性
の
大
小
は
、
.勞
働
を
可

±-
.場
婧
神w

勞
務
瞥
.理 

—

.
 

-
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